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面積…26.44k㎡

人口…118,064人（前月比-149）

　男…  56,486人

　女…  61,578人

世帯…  48,724　　

　（平成23年3月31日現在）
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　羽曳野市バリアフリー基本構想に基づき、移動の利便性および安全性を
確保するため、羽曳野市鉄道駅舎エレベーター等設備整備費補助金を活用
し、近畿日本鉄道株式会社が駅舎にエレベーターなどを整備しました。

【整備の内容】
構内エレベーター 2 基／構外エレベーター 1 基
エレベーター連絡通路／運行情報提供設備
多機能トイレ／階段手摺 2 段化／音響案内装置
触地案内板および点字運賃表／視覚障害者誘導用ブロック

【峰塚公園管理棟概要】 
　鉄骨平屋建 延床面積　199.2 ㎡ ／ 学習室　71.14 ㎡
　エントランス ／ 事務室 ／ 男・女・多目的各トイレ
   ( トイレの汚物処理水は、雨水利用）

・災害時に峰塚公園内で使用できる仮設トイレを収納している防災倉庫
・雨水を利用しているトイレ（オストメイト完備）
・�2 時間単位で借りられる約 40 人収容の学習室（公園緑化および文化財関係の

学習会などに使用できます。利用料金は２時間 1,800 円以後１時間毎 900 円）
学習室の予約が無いときは開室しています。休憩室としてお使いください。

・予約は市役所本館２階みどり公園課で受け付けます。
・開館時間は 9:00 ～ 17:00 （木曜および年末年始は休館）

○峰塚公園管理棟（愛称：時とみどりの交流館）について
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温もり溢れる義援金 50,000,000 円 を超えました。ありがとう
ございます。（引き続き義援金窓口は設置しています。ご協力お願いします。）

　マグニチュード 9．0という未曽有の大地震から 1カ
月が経過し、４月 11日までに、市および社会福祉協議
会には 5,000 万円を超える義援金が寄せられました。
皆様の善意は、関西広域連合委員会（3/13開催）にて、
大阪府と府内市町村は岩手県を中心に支援すると決定さ
れたことから、4月 13 日、北川市長が代表して、その
うちの 2,000 万円を岩手県大阪事務所長へ手渡しまし
た。また、社会福祉協議会からは、2,700 万円を日本赤
十字社大阪府支部に届けます。

3月 11日
○�柏原羽曳野藤井寺消防組合から 15人を岩手県へ派遣
3月 12日
○�給水車１台と支援車１台、応援人員 4人、毛布 500枚・アルファ
米 1,000 食の支援物資などを準備
3月 13日
○�柏原羽曳野藤井寺消防組合から 15人を岩手県へ派遣
3月 14日
○�市議会が被災地（被災者） へ、50万円の義援金送付決定 
○�義援金の受け入れ窓口を、社会福祉協議会に開設。同時に義援金
箱を市内施設 10カ所に設置
3月 15日
○「羽曳野市災害支援対策本部発足」
　人材の派遣などについての会議
○義援金箱を７カ所追加設置
○�団体用義援金窓口を秘書課に開設 
3月 16日
○�水道局職員４人を岩手県盛岡市に派遣
○義援金箱を 3カ所追加設置 
3月 18日
○羽曳野市災害支援対策本部会議
　支援要請状況の報告や確認など
3月 19日
○�一時避難所として公共施設を中心に 200人の受入ができる報告
3月 25日
○�水道局職員 2人を岩手県大槌町へ派遣。同町の安渡小学校や大槌
稲荷神社にて給水活動（１週間）
3月 30日
○�社会福祉協議会の社会福祉士 1人が宮城県へ出発。気仙沼市でボ
ランティアの受付や地域のニーズ対応（家屋から泥を搬出する依
頼が多い）などのコーディネイトを行なう（１週間）
○�市議会が、「東日本大震災に関する決議」を全員一致で可決し、内
閣総理大臣・内閣府特命担当大臣へ送付
4月1日
○�市職員1人を岩手県陸前高田市へ派遣。横田小学校などで物資の仕
分け作業を行なう。（１週間）
4月 4日
○�水道局職員１人、市職員１人を岩手県へ派遣（１週間）
4月 29日
○�水道局職員１人、市職員１人を岩手県へ派遣（１週間）

◆羽曳野市などの取り組み

◆�介護保険料・介護保険サービスに係る利用者負担額

羽曳野市に転入（住民登録が必要）し、羽曳野市の介護保険被保険者

となられた方は、一定の条件に該当する場合、申請により介護保険料

などの減免または徴収猶予などを受けることができます。

【問合せ】高年介護課☎ 072-958-1111( 内線 1370・1395・1399)

◆国民健康保険・後期高齢者医療

医療機関での窓口負担のお支払いは、一定の条件に該当する場合、

申し立てにより猶予または免除されます。また、羽曳野市国民健康・

後期高齢者医療保険料は、一定の条件に該当する場合、申請により

減免されます。

◆国民年金

国民年金保険料は、一定の条件に該当する場合、申請により免除さ

れます。

【問合せ】保険年金課 072-958-1111（内線 1720・1760・1340）

被災者の皆様へ

羽曳野市の皆様
　この度「東北地方太平洋沖地震」におきまして、岩手県の震災
被災者のために、多大な援助を賜り、本当にありがとうございま
す。本来であれば、すぐ岩手県知事から御礼申し上げるところで
ございますが、取り急ぎ、岩手県大阪事務所から御礼申し上げま
す。羽曳野市からは、今回の義援金のみならず３月１１日午後の
震災直後から、緊急車両や人的支援をいただき岩手県民にとって、
とても大きな励みとなりました。心から感謝申し上げます。岩手
県の現状は、震災から１カ月以上過ぎたとはいえ、被災規模はあ
まりに大きく、仮設住宅の建設でさえ、まだ数ヶ月を要する見込
みです。しかし、本県は、これまで幾度も大きな自然災害に見舞
われてきましたが、その都度屈することなく、苦難を乗り越えて
きました。今回の想像を絶する大災害にも関係機関、企業、ＮＰ
Ｏなど、あらゆる方々の力を結集することにより、必ずや克服で
きることを信じています。復興までは、長い年月がかかると思い
ますが、今後におきましても、どうぞ、お見守りくださいますよ
うお願いします。最後になりましたが、羽曳野市の今後益々のご
発展を祈念いたしまして、御礼とさせていただきます。本当にど
うもありがとうございます。　　　　

岩手県大阪事務所へ２，０００万円

岩手県大阪事務所長 川嶋 尚孝 様よりお礼状をいただきました
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羽曳野青年団協議会（110,000）
陵南の森老人福祉センター将棋クラブ（50,000）
( 医 ) 丹比荘職員一同（500,000）
( 医 ) 丹比荘理事長　松田保四（500,000）
( 公社 ) 羽曳野市シルバー人材センター（50,000）
大黒町会（1,000,000）
堀内　勉（100,000）
羽曳野市薬剤師会（100,000）
向野有志の会	（514,000）
河原城婦人会（100,000）
羽曳野市農研クラブ連絡協議会（100,000）
軽里町会（110,000）
飛鳥町会（300,000）
飛鳥町会　役員一同（75,000）
通法寺町会（100,000）
羽曳野市サッカースポーツ少年団（125,000）
さつき会（45,000）
蔵之内町会（100,000）
羽曳野市議会	（500,000）
グリーンコープ羽曳野自治会（68,500）
サンヴァリエ春日丘高鷲町会（100,000）
大黒光陽台町会（50,000）
竜王寺自治会（50,000）
駒ヶ谷地区地区長会（30,000）
島八町会（200,000）
羽曳野ゲートボール協会（80,000）
郡戸東自治会（20,000）
南城山町会（50,000）
古市東町会（50,000）
古市西町会（50,000）
古市南町会（50,000）
古市北町会（50,000）
中之町町会（50,000）
堂ノ内町会（50,000）
碓井町会（100,000）
学城自治会（100,000）
蔵之内北町会（50,000）
羽曳野ロータリークラブ（1,000,000）
陵南の森ＧＧ愛好会（50,000）
西浦町会（500,000）
西浦地区新町町会（50,000）
はびきの生活学校（100,000）
羽曳野市歯科医師会（100,000）
農特産物振興推進協議会（50,000）
広瀬台町会（10,000）
飛鳥子供会（30,000）
( 医）春秋会　城山病院（200,000）
( 医）春秋会　城山病院　職員一同（166,820）
羽曳野ライオンズクラブ（1,000,000）
西羽曳ヶ丘住宅自治会（70,000）
誉田保育園（50,530）
( 社 ) 羽曳野市医師会（1,000,000）
第一第二東大塚高生クラブ（30,000）
南島泉地区（63,000）
田鶴団地自治会（157,507）
大阪府営野々上住宅自治会（50,000）
誉田馬場町（50,000）

東藤ヶ丘町会（30,000）
南恵我之荘区町会（174,263）
東阪田白桃園自治会（100,000）
飛鳥水利組合	（100,000）
北方町会（100,000）
島泉小谷地区町会（500,000）
河内飛鳥UNIC 会（97,509）
野々上1丁目北町会（80,000）
高鷲南小学校区青少年健全育成連絡協議会（50,000）
高鷲南小学校区福祉委員会（50,000）
羽曳野市地区日赤奉仕団（100,000）
たちばな卓球クラブ（50,000）
北宮北部町会（30,000）
軽里町会有志一同（1,079,226）
埴生野町会（350,000）
大発団地自治会（30,000）
丹下北町会（415,096）
陶冶会（30,000）
ＳＡはびきの（10,000）
古市南校区福祉委員会（50,000）
伊賀サンタウン自治会（100,000）
陵南の森老人福祉センタークラブ連絡協議会（20,000）
藤永　保男（10,000）
(公社)シルバー人材センターうたごえ教室ほほえみ（47,840）
羽曳が丘ゆうゆうクラブメンバーボランティア一同（65,386）
羽曳野青年団協議会（303,419）
白鳥会（ゴルフコンペ）（16,000）
羽曳野市青少年指導員連絡協議会（194,000）
チョーヤ梅酒㈱（10,000,000）
チョーヤ梅酒㈱ 社員一同（370,140）
河原城町会（300,000）
羽曳野市商工会（500,000）
羽曳が丘3丁目こども会（5,000）
川端住宅自治会（30,000）
羽曳野市バレーボール連盟（58,100）
羽曳野市職員一同（2,386,605）
(福 ) 郡戸福祉会ケアハウス、デイサービス はぴねす軽里
羽曳野市民生委員児童委員協議会
はびきの河内音頭同好会
羽曳野市民間保育園園長連盟
羽曳野市環境衛生事業協同組合
畑田家住宅活用保存会
富田林人権擁護委員協議会羽曳野市地区委員会
羽曳野市スポーツ少年団
羽曳野市体育協会卓球連盟
御陵ヶ丘町会
高屋町会
広瀬町会
埴生南校区民生委員会
野々上２丁目東町会
南島泉自警団
羽曳野市体育協会
新西浦４丁目自治会
誉田王水町
誉田西之口町
誉田鍛冶町会
ソフトテニス連盟

野々上２丁目南町会
西浦小学校みまもり隊
羽曳野市小中学校教頭会
羽曳野市地域人権協議会
埴生地区区長会
羽曳野向野軟式野球連盟
埴生校区福祉委員会
埴生校区青少年健全育成連絡協議会
島泉西地区町会
羽曳野市校長会
西川西部町会
恵我之荘園自治会
高鷲婦人会恵我之荘園支部
羽曳が丘４丁目町会
南宮東自治会
羽曳野市みどりの推進協議会
樫山町会
高鷲高生クラブ連合会有志
府営古市住宅自治会
（株）冨士
西生会　７クラブトマトの会
郡戸町会
古市西町昭和会婦人部
野々上５丁目旭ヶ丘町会
高鷲小学校
碓井青葉住宅自治会
ラリエッタ
羽曳野市緑の少年団
昭和園町会
水守町会
北宮西部町会
羽曳山育成会および羽曳山子供会
大阪菊花会
羽曳野市体育指導委員協議会
西川東部区
体操連盟
古市南サッカークラブ
羽曳が丘小学校
河原城中学校
高鷲南中学校
峰塚中学校
誉田中学校
高鷲南小学校
埴生小学校
西浦小学校
白鳥小学校
恵我之荘小学校
峰塚中学校吹奏楽部
西浦幼稚園

　ご協力有難うございます。
　【敬称略、順不同、（　）内は金額：円】

グリーンタウン自治会（50,000）
高鷲南町会（50,000）
羽曳野城山住宅会（10,000）
下開町交友会（12,000）
東大塚町会（478,300）
高之羽荘園町会（20,000）
グリーンハイツ自治会（50,000）
近鉄桃山台自治会（100,000）
さくら会代表者　松村佳代子（20,000）
羽曳野市婦人団体協議会（300,000）
さくら会一同（20,000）
陵南の森福祉センター内バンパークラブ（50,000）
（株）大栄精工（28,295）
辻岡　達也（300,000）
辻岡　弘子（100,000）
羽曳野市立幼稚園専任園長一同（24,000）
南河内地区保護司会（50,000）
坂門ヶ原荘園自治会（30,000）
河原城東自治会（58,000）
東阪田町会（200,000）
羽曳野市商店会連合会高鷲中央商店会（100,000）
羽曳野市商店会連合会白鳥商店会（100,000）
羽曳野市商店会連合会古市中央商店会（100,000）
羽曳野市商店会連合会羽曳山商店会（100,000）
恵我之荘商店街振興組合理事一同（75,000）
恵我之荘昭和会ゴルフクラブ（90,000）
野々上台地自治会（50,000）
府営碓井住宅自治会（100,000）
古市荘園町会（50,000）
伊賀町会（200,000）
羽曳野藤井寺自動車整備地区会（100,000）
羽曳野市商工会壮年部（100,000）
北宮水利組合（1,000,000）
北島泉町会（165,434）
羽曳野市遺族会（20,000）
羽曳野市身体障害者福祉協議会（30,000）
羽曳野市商店会連合会恵我之荘商店街振興組合（176,000）
(公社 )羽曳野市シルバー人材センター会員厚生会（383,001）
誉田東町会（20,000）
高鷲十丁目仲町町会（207,753）
羽曳野市特別職・部長会（200,000）
高齢者クラブ壮志会（32,990）
北王水町会（20,000）
恵荘園自治会	（30,000）
誉田五丁目町会（124,000）
すみれ会月曜教室前半（体操）（50,000）
ドングリの会	（50,000）
柏羽藤環境事業組合（113,395）
羽曳野市少年軟式野球連盟（200,000）
野々上東ブックステーションスタッフ一同（30,000）
広瀬太閤園町会（10,000）
車地地区自治会（30,000）
西向野町会（75,180）
下開町会（100,000）
しののめ会（26,948）
希望の里自治会（100,000）
羽曳野市消防団（450,000）
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医療機関名 所　在　地 電　話 子宮 ヒ　　ブ
小児肺炎

なわクリニック 古市 4-1-4 958-2014 ○ ―
上嶋クリニック 白鳥 1-2-16 ｴｽｶﾋﾞﾙ３階 958-7733 ○ ―
坂本医院 白鳥 2-6-5 956-0207 ○ ―
ますだ整形外科クリニック 白鳥 2-16-29 957-6815 ○ ―
土屋医院 誉田 3-12-10 957-1001 ○ ○
志野小児科クリニック 誉田 3-14-19 ﾌｧﾐｰﾚ古市１階 958-8575 ○ ○
江藤クリニック 西浦 1242-6 956-8881 ○ ―
ぶどうの家診療所 駒ヶ谷 404 950-0155 ○ ―
かわばた医院 羽曳が丘 1-1-11 950-3700 ○ ―
松谷整形外科クリニック 羽曳が丘 4-14-17 950-2377 ○ ―
坂本クリニック 羽曳が丘 5-16-7 958-7270 ○ ○
貴志クリニック はびきの 4-14-13 958-9062 ○ ○
しもと医院 はびきの 5-14-3 955-1661 ○ ○
田中小児科 野々上 2-24-19 938-5288 ○ ○
仲谷・飯山クリニック 野々上 5-6-10 939-0450 ○ ―

子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン接種費用助成事業

医療機関名 所　在　地 電　話 子宮 ヒ　　ブ
小児肺炎

埴生診療所 向野 2-8-2 953-0885 ○ ―
向野診療所 向野 2-15-14 938-6226 ○ ―
北川内科クリニック 伊賀 2-14-14 938-6528 ○ ○
たてやまクリニック 樫山２５５( ｸﾞﾗﾝﾊﾞﾚｰ 101) 955-3005 ○ ○
おとのクリニック 野 370 931-2001 ○ ○
倉岡医院 高鷲 1-7-4 954-3294 ○ ―
藤野整形外科 高鷲 9-1-1 955-0188 ○ ○
藤野放射線科 高鷲 9-1-14 938-5050 ○ ―
加藤医院 南恵我之荘 2-9-6 953-5901 ○ ○
しまだ耳鼻咽喉科 恵我之荘 1-10-14 954-3301 ○ ○
調子医院 恵我之荘 2-5-17 952-3150 ○ ―
山田クリニック 恵我之荘 5-1-23 953-0121 ○ ○
亀山クリニック 恵我之荘 5-1-28 931-2055 ○ ○
森クリニック 島泉 1-21-6 にっせんｸﾞﾗﾝｺｰﾄ１階 930-2755 ○ ○

　子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌
ワクチンは、予防接種法に基づかない任意の予防接種です。
予防接種による効果や副反応、健康被害救済制度などをよく
理解し、接種するかどうか検討してください。

医療機関、健康増進課（保
健センター ) においている
説明書・ウェブサイト掲載
の説明書をご覧ください。

実施期間

平成 23 年 4 月 1 日 ～ 平成 24 年 3 月 31 日
自己負担金

助成の対象者

子宮頸がん予防ワクチン
　中学 1 年生～高校 1 年生に相当する年齢の女子
　（平成 7 年 4 月 2 日～平成 11 年 4 月 1 日生まれ )

※�子宮頸がん予防ワクチンは、現在、供給量が不足
しているため、接種が出来ない状況にあります。
　�ワクチン接種が出来る状況になりしだい広報・ウェ
ブサイトなどでお知らせします。

ヒブワクチン・ 小児用肺炎球菌ワクチン
　生後２カ月～５歳未満

子宮頸がん予防ワクチン．．．1 回につき 1,500 円
ヒブワクチン　　　　　．．．1 回につき    800 円
小児用肺炎球菌ワクチン．．．1 回につき 1,000 円

持　　物

①年齢、住所を確認できる物
②母子健康手帳（ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワ
　クチンを接種する場合に必要です）
③予診票（医療機関にあります）
④同意書（医療機関にあります）
※�子宮頸がん予防ワクチンを接種する方で、当日、
保護者の方が同伴できない場合に必要です

※�生活保護世帯の方は自己負担金が免除されます。生活保護受給証明書が必要です

接種開始時期
接種
回数

接種スケジュール

２カ月齢以上

７カ月齢未満
4 回

1 回目から 27 日以上の間隔で 2 回目

2 回目から 27 日以上の間隔で 3 回目

3 回目から 60 日以上をおいて、

　　　12 ～ 15 カ月齢の間に 4 回目

７カ月齢以上

　　1 歳未満
3 回

1 回目から 27 日以上の間隔で 2 回目

2 回目から 60 日以上の間隔をおいて、

　　　12 カ月齢後に 3 回目

１歳以上

　　2 歳未満
２回 1 回目から 60 日以上の間隔で 2 回目

2 歳以上

　　5 歳未満
1 回 1 回のみ

接種
回数

接種スケジュール

3 回
1 回目から 1 カ月後に 2 回目

1 回目から 6 カ月後に 3 回目

接種開始時期
接種
回数

接種スケジュール

２カ月齢以上

７カ月齢未満
4 回

1 回目から 4 ～ 8 週の間隔で 2 回目

2 回目から 4 ～ 8 週の間隔で 3 回目

3 回目から概ね 1 年の間隔をおいて 4 回目

７カ月齢以上

　　1 歳未満
3 回

1 回目から 4 ～ 8 週の間隔で 2 回目

2 回目から概ね 1 年の間隔をおいて 3 回目

1 歳以上

　　5 歳未満
1 回 1 回のみ

接種スケジュール

羽曳野市内の契約医療機関一覧表（契約医療機関以外で接種された場合は、全額自己負担となります。）

子宮頸がん予防ワクチン小児用肺炎球菌ワクチン ヒブワクチン

問合せ：健康増進課（保健センタ－）☎ 956-1000
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人事関連

部長級（４月１日付け）
市長公室長兼土木部長【土木部長】妻谷　彰彦
保健福祉部長【保健福祉部理事】樽井　市治
総務部税務長（理事）【総務部理事】太田　祥
生活環境部理事兼市長公室危機管理室長【生活環境部副理事】安藤　光治
生活環境部理事【総務部副理事】植田　修司
下水道部理事兼水道局長【下水道部副理事】松井　晴幸

（３月31日付け退職者）
北村　修一【市長公室長（部長）】
萩原　宣志【税務長（部長）】
東野　恭知【生活環境部長】
木村　守男【下水道部長】
鎌田　孝司【水道局長（部長）】
齊藤　洋一【市長公室理事】※大阪府に復職
麻野　博一【市民人権部理事】

校区 担当町会 新（4/1委嘱） 旧（退任）
白　鳥 翠鳥園町会 　板東　美也子 　鍋井　登喜子
古　市 羽曳山区会 　細見　眞佐子 　新田　宏子
高　鷲 高鷲10丁目仲町町会 　川越　妙子 　福田　登美子
高　鷲 丹下北町会 　花川　壽美子 　川幡　真由美

平成23年度　新規採用職員紹介

来庁された方々が、気持ち
良く帰っていただけるよう
がんばります。

政策推進課
山田　はつき

出来ることからコツコツと。

（笑）自身を成長させたいで
す。

政策推進課
葉山　香奈

笑顔で明るく、元気な活気
ある街づくりをモットーに
頑張ります。

学校教育課
土師　惇

自らには傲慢に、人には謙
虚に。この言葉を噛みしめ
て働きます。

政策推進課
井関　容子

早く慣れるように一生懸命
頑張りますので、よろしく
お願いします。

政策推進課
多田　絵梨子

５月 12 日は「民生委員・児童委員の日」です！

「広げよう 地域に根ざした 思いやり」
市内各地域で 186 人（うち主任児童委員 14 人）の
民生委員児童委員が活動しています。

◆��暮らしに関すること、困ったこと、悩みごと、
お気軽にご相談ください、プライバシーは守り
ます。
◆�民生委員児童委員は、子どもたちや家庭のこと
などを、皆様といっしょに考え支援している
ボランティアです。

※�担当の民生委員児童委員がわからない場合、
福祉総務課（℡ 958-1111 内線 1120,1121）
までお問い合わせください。

※�全民生委員児童委員の名簿は市ウェブサイト
にも掲載しています。

●次の４人の方が新たに民生委員児童委員に委嘱されましたのでお知らせします。

　4 月 1 日付けで総合計 171 人の異動がありました。部長級職員の異動および退職（3/31 付け）に
ついては次のとおりです。 【 　 】内は異動前の職名

市
いちみち

道 泰
や す ひ ろ

宏 副市長

　寺西正和副市長の後任に、大阪府職員の市道 泰宏 氏（43歳）
 が選任され、　4月1日付けで副市長に就任しました。

「羽曳野市の発展と市民福祉の向上のため、 北川市長の 
 もとで、 誠心誠意、 その職務を全うしてまいります !」

経　歴
平成 12 年４月 　大阪府採用
平成 10 年４月　 総務部人事課主査
平成 12 年４月　 総務部人事室主査
平成 18 年４月 　総務部人事室課長補佐
平成 21 年４月 　住宅まちづくり総務課課長補佐
平成 23 年３月 　総務部市町村課参事

副市長の職務分担
市長公室（政策推進課）／総務部（財
政課、行財政改革推進室、税務課）／
市民人権部／保健福祉部／第５次
総合基本計画／行財政改革／大阪
府関連事業に係る連絡・調整／教
育委員会
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●所 在 地
●開館時間
●休 館 日
●利用対象
●月～土曜
●申込受付

翠鳥園2-9-101　ＴＥＬ＆ＦＡＸ 957-4900
９:00～１７:３０
日曜・祝日、１２月３０日～１月４日
小学生と保護者同伴の３歳以上の幼児
スポーツ・レクリエーション（室内・外）を行なっています。
電話での受付は、申し込み日の朝９時からです。

読んでみませんか？読んでみませんか？ ～新刊案内～～新刊案内～ お は な し 会お は な し 会

夫のワシントン転
勤を機に、「出たと
こ勝負」の海外暮
らしを始めた著者
がユーモアたっぷ
りに語る、素晴ら
しきアメリカン・ラ
イフの実情とは…。

小国 綾子／著　小学館 工藤 ノリコ／作　ＰＨＰ研究所

生まれた命にありがとう
野田 聖子／著　新潮社

たこきちとおぼうさん
      

アメリカなう

※図書館は月末日を除き日曜・祝日も平常どおり開館しています。

一度は母になる
ことをあきらめ
たものの、再び挑
戦した50歳での
出産。夫との二人
三脚のすえ、よう
やく得た「わが
子」を胸に抱くま
での記録です。

読書家のルイスの
家は本でいっぱい。
ある日彼は、ろば
に本を積んで、本
が１冊もない遠く
の村に届けること
にしました。コロン
ビアで本当にあっ
たおはなしです。

旅のお坊さんが出
会った、小さなたこ
のたこきち。たこき
ちの墨で描いた絵
は、飛び出してきて、
しばらくの間だけ
本物のように使え
るのです。

2月1日㈰・2月28日㈯

※12月16日から29日までの期間中は、おひとり
10冊・３週間まで借りていただけます。（ＣＤ・ビデオ
は本とは別に１点ずつ・３週間の貸出となります）

市立図書館では、蔵書点検および資料の整理等を
行うため、下記のとおり休館させていただきます。
陵南の森図書館、羽曳が丘図書館、青少年センタ
ー図書館、ブックステーション支所の休館
5月20日㈬～24日㈰、5月30日㈯～31日㈰　
中央図書館、東部図書館の休館、丹比図書館　 

　なお、下記の期間中は、各館でおひとり10冊ま
で（ＣＤ・ビデオは図書とは別に計2点）借りていた
だけますので、どうぞご利用ください。
10冊貸出実施期間
　陵南の森図書館、羽曳が丘図書館　
　　　　　　　5月6日㈬～19日㈫
　中央図書館、東部図書館、丹比図書館　
　　　　　　　5月11日㈪～24日㈰

青少年センター図書室が６月４日オープンします
休館中の古市図書館の代替施設として、６月４日（水）より
青少年センター図書室がオープンします。
児童書約１万５千冊を所蔵しており、他の図書館資料のお取
り寄せもできますので、どうぞご利用ください。
開館時間　１０：００～１７：００
休館日　　月・火曜日　毎月末日

ブックステーションはびきのコロセアム　☎937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション野々上東　☎950-5501（月・水・金曜日　13:30～16:30）
ブックステーション青少年児童センター　☎952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　　青少年センター図書室　☎958-0050（水～日曜日　10:00～17:00）

第１７回朗読発表会
内容　柴田トヨ『くじけないで』より
       芥川龍之介『杜子春』ほか
日時　3月13日㈰　13:30～
場所　ＬＩＣはびきの　音楽実習室  
※入場は無料です。どなたでもご参加いただ
　けますので、どうぞお越しください。

ろばのとしょかん

※12/16～29の期間中は、1人10冊・3週間の貸出
となります。
（ＣＤ・ビデオは図書とは別に1人各1点です）

クリスマス会
12/20㈯　午後２時～　丹治はやプラザ
12/21㈰　午後３時～　中央図書館
歌とおはなしがいっぱいの、図書館のクリスマ会。
サンタさんも登場予定です

ジャネット・ウィンター／文・絵
 福本 友美子／訳　集英社

森のゆうびん局 おはなし会

　春のおはなし会･･･子ども読書週間のおはなし会です。
　　◆5月1日㈰　14：00（中央図書館）
　森のゆうびん局 おはなし会
　　◆5月11日㈬・18日㈬・25日㈬ 14：30　◆5月20日㈮ 10：30

4月30日㈯
今月の休館日今月の休館日

主催:朗読ボランティアグループ「はびきの」

ブックステーションはびきのコロセアムは、期日前投票会場
となるため、３月３０日～４月１１日までは休館となります。

5月1日㈰　陵南の森図書館 14：00
5月8日㈰　陵南の森図書館 14：00　
5月11日㈬ 東部図書館　　 10：30　
5月14日㈯ 羽曳が丘図書館 15：00
5月15日㈰ 陵南の森図書館 11：00（赤ちゃんから）  
             11：30（少し長いお話を聞ける子向き）
5月28日㈯ 丹比図書館　　 10：30
5月28日㈯ 羽曳が丘図書館 15：00 
5月29日㈰ 陵南の森図書館 14：00
5月8日、15日、22日の各日曜日
                                 13:30(中央図書館)
　市立図書館では、蔵書点検および資料の整理を
行なうため、下記のとおり休館させていただきます。
◆陵南の森図書館・羽曳が丘図書館・青少年センター
　図書室・ブックステーションはびきのコロセアムの休館
　5月20日㈮～5月24日㈫、5月30日㈪～31日㈫
◆中央図書館・東部図書館・丹比図書館の休館
　5月25日㈬～5月31日㈫
　なお、下記の期間中は、各館でおひとり10冊まで（ＣＤ・
ビデオは図書とは別に計2点）借りていただけますので、ど

うぞご利用ください。

　≪10冊貸出実施期間≫
●陵南の森・羽曳が丘図書館 5月6日㈮～5月19日㈭
●中央・東部・丹比図書館 5月11日㈬～5月24日㈫

お
は
な
し
会

10：00～11：30

10：00～12：00

24日㈭

20日㈬

6日㈮

10：30～11：30

7月1日㈬

ゆめふうせんによる人形劇　みんなきてね～！

10：00～16：00

26日㈯

14日㈪

10：00～11：00

「第12回 ふれあいお茶会」　
 お茶会に向けて練習してきたこどもたちがお茶を 
たてます。お抹茶とお菓子を用意して待っています。
・手作りコーナー（ペットボトルビーズのストラップ）
・玄関ホール：児童作品展　　　　　　　　　
　

*お知らせ*　12月30日～1月4日まで休館日です。

６月
22日㈪

毎週土曜日

10：00～12：00

9：30～11：30

23日㈪

14：00～15：00〔トライルーム〕 ねん土でスイーツ作り
対象者：1～3年  定員先着：15人
申込受付：5/14～5/20（電話のみ）
材料費：1００円（当日持参）

9：30～11：30

10：30～11：30「第13回児童館まつり」　雨天決行
・第1部 ：ジャグリング
・第2部 ：バッタおじさんによるはっぱ遊びなど、
　　　　　楽しみがいっぱい！みんなで遊びに来てね！

「第12回児童館まつり」　雨天決行
・第1部 ：和だいこ・ジャグリング　　　
・第2部 ：バッタおじさんによるはっぱ遊び・
ルーレットなどほかにもお楽しみがいっぱい！
みんなで遊びに来てね！※お茶を持ってきてください。

〔わくわく子育てひろば〕
すてきな歯医者さんのおはなし「子育て上手は歯育て上手」
講師：谷口歯科医院　保田 晃宏 先生

10：30～11：00

〔スポーツ〕  グラウンド・ゴルフ
児童館のひろばでします。みんなおいで～！
※お茶を持ってきてください＜雨天中止＞

〔スポーツ〕卓球であそぼう 
誰でも自由にあそべるよ～！

9：30～11：007日㈪

15：30～16：30

お茶の練習(1回目)

お茶の練習(3回目)

お茶の練習(4回目)

〔体験教室〕  「押し花教室」
　押し花アート　講師：西村　美幸先生
1～6年生対象 　定員先着20人
申込受付 3/22～3/28 （電話のみ）
材料費：１００円（当日持参）

10：00～16：00

10：30～11：30

誰でも自由に参加できるよ！

〔わくわく子育てひろば〕みんなであそぼう
※水あそびをします。タオル・着替え・お茶
　を持ってきてください

9日㈪

16日㈪

16日㈯

〔健康スポーツ〕 グラウンドゴルフで遊ぼう
※お茶を持ってきてください【雨天中止】

10：00～11：30

10：30～11：30

9：30～11：30〔チャレンジルーム〕グラスリッツェン
対象者：4～6年  定員先着：15人
申込受付：4/16～4/22（電話のみ）
材料費：1００円（当日持参）

14：00～16：00

14：00～15：00

18日㈪

10：30～11：30

10：30～11：30

21日㈯

14：00～16：00

〔自由教室〕 プラバン
みんな作りにきてね！

〔体験教室〕 手ぬいにチャレンジ！～きんちゃくを作ろう～
対象者：4～6年  定員先着：10人
申込受付 4/9～4/15 （電話のみ）
材料費：2００円（当日持参）

10：30～11：30

18日㈬

21日㈯

28日㈯

〔チャレンジルーム〕 ねん土でスイーツ作り
対象者：4～6年  定員先着：15人
申込受付：5/14～5/20（電話のみ）
材料費：1００円（当日持参）

★5月の主な行事予定

絵本のへや　
ふく話じゅつ師さんがやって来るよ！みんな来てね！

「第１２回　クリスマスお楽しみ大会」
マジックショー、子どもたちによる合奏やお話など
お楽しみがいっぱい！みんな遊びにきてね！

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや　＜おはなし１.２.３＞

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや〔おはなし1.2.3〕

23日㈬

9：30～11：30

〔伝承あそび〕将棋であそぼう 
はじめての人もおいで～！

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

〔わくわく子育てひろば〕 
みんなで遊ぼう「牛乳パックでボールを作ろう」

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

第4回　春休みお楽しみ会
クリオネさんによるマリオネット鑑賞や
ビンゴゲームをします！みんな遊びにきてね！

〔わくわく子育てひろば〕
すてきな歯医者さんのお話し『おやつ大好き！』
講師：谷口歯科医院　保田 晃宏先生

新春こま回し大会
みんなでこまを回して遊ぼう！手のせ、つな
わたりに挑戦してみよう！

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや　＜絵本・紙芝居＞

「第１２回　クリスマスお楽しみ会」
マジックショー、子どもたちによる合奏や
お話など･･･お楽しみがいっぱい！
みんな遊びにきてね！

〔伝承あそび〕将棋であそぼう 
はじめての人もおいで～！

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや　＜おはなし１.２.３＞

〔伝承あそび〕将棋であそぼう 
はじめての人もおいで～！

6/4㈯ 13：00～15：00

14：00～16：00

6/6㈪

★6月の主な行事予定

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや　＜絵本・紙芝居＞
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国 民 健 康 保 険国 民 健 康 保 険 人間ドックのご案内
生活習慣病の予防・早期発見・治療のため国民健康保険被保険者の方に年度内 1 回人間ドックの助成を行なっています。

( 下記の条件を満たしている人が対象となります )
①国民健康保険被保険者証の交付を受けて 6 カ月以上経過している人。
②受診時、満 35 歳以上 74 歳以下で内臓疾患の治療を受けていない人。
③現年及び過年の国民健康保険料を完納している人。
④�人間ドックは特定健診と同時実施しますので、40 歳以上の方が同一年度内に受診できるのは、

特定健診か人間ドックのどちらか一方です。（すでに特定健診を受診された方は人間ドックを受
けられません。）

⑤特定保健指導期間中（6 カ月間）は国保人間ドックを受診できません。

基 本 検 査 　人間ドック（人間ドック基本項目のみの受診は可。オプションのみの受診は出来ません。）
オプション　 脳ドック (MRI・MRA)・レディースドック ( 乳がん・子宮がん )

概ね受診希望月の２カ月前までに保険年金課（１階③番窓口）へ申し込んでください。電話での
申し込み、支所での受付は行なっていません。
必要なもの－保険証・印鑑・特定健診受診券（40歳以上の方）

（注）
①「特」は 40 歳以上の
方の特定健診と同時実施
の金額です。
②オプションの脳ドック
とマンモグラフィ検査に
ついては医療機関により
曜日や年齢に制限があり
ます。

受診対象者

受診種目

受診受付

受診機関

問合せ　  羽曳野市役所　保険年金課　℡ 072-958-1111（内線 1761）　072-947-3605（ダイヤルイン）

今年度より堺市にあるコーナンメディカル、富田林市にある富田林病院が加わりました。

実施機関名
人間ドック 脳ドック レディースコース

検査曜日 自己負担金 検査曜日 自己負担金 乳　　癌 子宮癌

城山病院 木　　/ 午前 12,600 円
特 11,323 円 月火水金土 / 午前 6,300 円 － －

藤本病院 木・金 / 午後 11,970 円
特 10,693 円 金　　/　午後 6,930 円 － －

豊川病院 月～金 / 午前 11,970 円
特 10,693 円 － － － －

阪南中央病院 月～金 / 午前 12,000 円
特 10,723 円 月～金 /　午前 9,000 円 超音波 1,110 円

ﾏﾝﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,110 ～ 1,590 円 960 円

ＰＬ病院 月～土 / 午前 13,230 円
特 11,953 円 月～土 /　午前 9,450 円 超音波　945 円

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 945 円 945 円

みどり健康管理
センター 月～金 / 午前 13,545 円

特 12,268 円 月～金 /　午前 7,245 円 超音波 1,417 円　木曜日
ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,417 円（水・木・金）

630 円
水・木

松原徳洲会病院 月～土 / 午前 11,400 円
特 10,123 円 月～土 /　午前 7,500 円 超音波　0 円 ( 基本検査に含む )

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,500 円 600 円

ベルクリニック 月　～　土 12,600 円
特 11,323 円 月　～　土 9,450 円 超音波 1,890 円

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,260 円 945 円

多根クリニック 月～土 / 午前 12,600 円
特 11,323 円 月　～　土 9,450 円 超音波 1,575 円

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,575 円 787 円

近畿健康管理
センター（KKC） 月　～　金 11,970 円

特 10,693 円 月　～　金 13,500 円 超音波 2,010 円
ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 2,220 円 1,980 円

コーナンメディカル
鳳総合健診センター 月　～　土   12,600 円

特 11,323 円 月　～　土 　7,875 円 超音波 945 円
ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 945 円 945 円

富田林病院 月　～　土 　11,778 円
特 10,501 円 月　～　土 7,500 円 超音波 780 円

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,500 円 780 円

○ 会社を退職されたとき
　会社を退職された後、国民健康保険に加入するには加入届が必要です (14日以内 )。
被用者保険 (社会保険など )を任意継続された後、国民健康保険に加入される場合も
同じです。加入手続きをお忘れないようにしてください。 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　保険年金課　内線1740・1760
○ 国民健康保険・後期高齢者医療　日曜・夜間窓口
　国民健康保険・後期高齢者医療保険料の納付について夜間窓口を開設します。
ぜひご利用ください。
　●日曜窓口　５月15日㈰　10:00 ～12:00、13:00 ～15:00
　●夜間窓口　５月11日㈬、12日㈭、13日㈮、16日㈪、17日㈫　
　　　　　　　18:00 ～20:00
  場所　市役所本庁 １階 ３番窓口　保険年金課　内線1750
○ 医療費の窓口負担について
　災害などにより収入が大きく減少し生計が困難となった場合、医療費の窓口負担
（一部負担金）の猶予や免除の制度があります。保険年金課までご相談ください。

問合せ　保険年金課　内線1340・1711

「倒産・解雇などによる離職 ( 特定受給資格者 )」や「雇い止めなどによる離職
( 特定理由離職者 )」をされた方は、届出により ( 失業時点で 65 歳未満の方 ) 国民健
康保険料が軽減されます。詳しい内容は市役所保険年金課までお問い合わせください。

特定健康診査受診券を発送しました！
今年の受診券は藤色（薄い紫色）です！
　特定健康診査（以下特定健診）は、
メタボリックシンドローム（内臓脂肪
型肥満）に着目した内容の健診です。
40 歳以上 74 歳の方で、羽曳野市国民
健康保険加入されている受診対象の方
には保険年金課より受診券を順次郵送
し、受診券がお手元に届きしだい受診
できます。自己負担金は1,000円です。

～自分ではなかなか気づかない
　　生活習慣病を特定健診で
　　　　　早期に発見しましょう！～

※�特定健診を受けるときは保険証と受
診券が必要です。必ず両方お持ちく
ださい。
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水道メータの横にある止水栓を止め、羽曳野市指定工事店に修理依頼してください。
※�修理個所がメータより内側の宅地内の場合（蛇口など除く）修理費用は必要ですが、水道料金の減免制度が適用される場合

もあります。また、不明な点がありましたら、水道局までお問い合わせください。

道路～水道メータの間で水が漏れているときは・・・

宅地内で水が漏れているときは・・・

水道局まで連絡してください。水道局または委託業者が修理対応します。

パイロット

簡単な宅内の漏水発見方法

家庭内のすべての蛇口を止めた後、
水道メータのパイロットが回ってい
る場合は、漏水しています。

「めっちゃおいしいやん！おおさかの水」

【問合せ】
水道局☎ 958-1111
　　　　内線 5013
　　　　ﾌｧｸｽ 958-0494

柏 羽 藤 環 境 事 業 組 合 か ら の お 知 ら せ
　柏羽藤環境事業組合のごみ焼却工場 ( 柏羽藤クリーンセンター）などから排出される
排ガス中のダイオキシン類濃度の平成２２年度測定結果を次のとおりお知らせします。

※�１ng（ナノグラム）は、

10 億分の１ｇです。

※�１pg（ピコグラム）は、

１兆分の１ｇです。

※ TEQ（毒性等量）：ダイ

　オキシン類には 210 種

　類の異性体をもつ化合物

　群があり、そのうち毒性

　があるとみなされてい　

　るのは 29 種類です。こ

　の内で最も毒性の強い　

　２，３，７，８-TCDD( 四

測定箇所 排出基準 測定結果 採取日 測定機関
柏
羽
藤
ク
リ
│
ン
セ
ン
タ
│

排
ガ
ス

１号炉
1 ng-TEQ/ ㎥ N 以下

0.023   ng-TEQ/ ㎥ N H22. 8.10
帝人エコ・サイエンス㈱
㊟ダイオキシン類対策特
別措置法施行令により、
薬剤処理する場合は基準
適用外とされています。

（当組合は薬剤処理をして
います。）

２号炉 0.031   ng-TEQ/ ㎥ N H22. 8.  6
３号炉 0.026   ng-TEQ/ ㎥ N H22. 6.29

焼
却
灰

１号炉
（埋立基準）

3 ng-TEQ/ ｇ以下

0.023   ng-TEQ/ ｇ H22. 8.10
２号炉 0.022   ng-TEQ/ ｇ H22. 8.  6
３号炉 0.0099  ng-TEQ/ ｇ H22. 6.29

ダスト処理灰 ㊟ 1.4     ng-TEQ/ ｇ H22. 6.29

下水道放流水 10 pg-TEQ/ ℓ以下 0.00012pg-TEQ/ ℓ H22. 7.  1 帝人エコ・サイエンス㈱

雁
多
尾
畑

最
終
処
分
場

処 理 水 10 pg-TEQ/ ℓ以下 0.00036pg-TEQ/ ℓ H22.11. 5

帝人エコ・サイエンス㈱
地
下
水

観
測
井
戸

上　流
1 pg-TEQ/ ℓ以下

0.090    pg-TEQ/ ℓ H22.11. 5

下　流 0.094   pg-TEQ/ ℓ H22.11. 5

　塩化ジベンゾパラジオキシン ) の毒性を１とし、他のダイオキシン類の仲間の毒性の強さを換算した毒性等価係数 (TEF) を用いて

ダイオキシン類の毒性を足し合わせた値を毒性等量 (TEQ) として用います。

市民の皆様には今後ともごみの減量にご協力くださいますようお願いします。

水道局からのお知らせ

クリーンピア２１フィットネスクラブでは、現在「春のキャンペーン」を実施しております。
クリーンピア21　春のキャンペーン
平成23年5月１日まで入会金100％OFF

キッズ会員募集中！
キッズジャズキッズジャズジュニアクラス水泳教室ジュニアクラス水泳教室

入会金　無料（平成 23 年 5 月末まで）
入会者全員に水泳キャッププレゼント☆

対象　小学 1 年生～
曜日　木曜日
※現役プロダンサーがお教えします !!

　体力強化・体質改善など、健康増進にぜひご利
用ください。詳しい内容につきましては、スタッ
フまで お問い合わせください。春のクリーンピア
21 で、新しいことはじめませんか？スタッフ一同、
皆様のお越しを心よりお待ちしております。
問合せ：クリーンピア 21　　
　 　　  羽曳野市川向 27 番地　☎ 975-2580

太極拳 24 式・42 式

フラダンス

ボクササイズ

ヨ　ガ

ピラティス

ジャズダンス

エアロビクス

ベリーダンス

梅花扇

　身体の関節にずれやゆがみがある状態で運動を行なうと、関節に大きな負担が
かかり、痛みや故障の原因となります。ジョイント・コントロールは安全で健や
かな運動ができるように、ずれた関節 (ジョイント )を正しい位置に調整 (コント
ロール )し、さまざまな動きに適応できる身体づくりを目的としています。膝や
腰の痛み、肩こりなども含め、ご自身の身体に気になることや疑問がありましたら、
是非一度ご相談ください。詳しくはクリーンピア21スタッフまで！

ジョイント・コントロールジョイント・コントロール
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ギャラリーはびきの

ギャラリーはびきの

第 14 回 畑田塾のお知らせ

☆地上デジタル放送視聴のための低所得世帯への支援について
　１．対象となる世帯

（１）ＮＨＫ放送受信料が全額免除となっている世帯への支援
[ 支援の対象 ] まだ地上デジタル放送に対応できず、①生活保護など
の公的扶助を受けている世帯、②障がい者がいる世帯で、世帯全員が
市町村民税非課税の世帯、③社会福祉施設に入所している世帯のいず
れかに該当し、ＮＨＫ放送受信料が「全額免除」の世帯が対象です。
[ 支援の内容 ] 地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を
無償給付し、対象世帯を訪問してチューナーの設置を行ないます。
アンテナ改修等が必要な場合は無償で工事を行ないます。

【申請書類設置窓口】
・福祉総務課（別館１階 ３番窓口）
・福祉支援課 制度推進支援担当（別館１階 6 番窓口）
（２）平成 22 年度市町村民税非課税世帯への支援
[ 支援の対象 ] まだ地上デジタル放送に対応できず、「世帯全員が市
町村民税非課税の措置を受けている世帯」が対象です。（※ 申し込み
にあたっては、「世帯全員が記載された住民票の写し」と「世帯全員
分の市町村民税非課税証明書」、およびＮＨＫとの放送受信契約が必
要です。）
[ 支援の内容 ] 地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を
無償給付します。また、チューナーの設置方法や操作方法を電話で

サポートします。（チューナーの訪問設置、アンテナ改修な
どは行ないません。）また、（１）と（２）を重複して申し
込むことはできません。

【申請書類設置窓口】
・総合案内（本庁１階）　
・税務課（本庁１階　10 番窓口）・建築住宅課（本庁２階）
・政策推進課（本庁４階）・支所・人権文化センター
２．申込方法などについて
　申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付して総務省
　地デジチューナー支援実施センターへ送付してください

（申込締切日：平成 23 年 7 月 24 日）。申込書は、インター
ネット・電話等で総務省 地デジチューナー支援実施センタ
ーからお取り寄せいただくこともできます。

上地 デ ジ タ ル 送放 に つ い て

　羽曳野市郡戸にある畑田家住宅は
江戸時代から村の大切な役割を果た
してきました。今でも明治時代の建
物の様子がよく残り、国の大切で残
さなければならない建物として登録
されています。この古くて広い部屋
や庭を使って、勉強やスポーツ・芸
術などいろいろな先生による実験や
実技を見ながらその楽しさを紹介す
る塾を開きます。先生方といろいろ
と話し合いをしながら将来の進路を
見つけるきっかけになればと思いま
す。未来の羽曳野市をささえる、皆
様の参加をお待ちしています。

日程：５月１５日（日）
時間：１０：３０～１６：００
場所：国の登録文化財 畑田家住宅
対　象：小学５・６年生から中学・高校生まで（保護者の方も一緒にご参加ください。）

参加費：無料です。ただし、昼食と飲み物はお持ちください。
※�ご希望の場合は、往復はがきに住所・氏名 ( ふりがな )・学校名・学年・

年齢・電話番号・返信用宛名を書いて〒 583-8585　（住所記入不要）
羽曳野市教育委員会　社会教育課文化財担当までお申込みください。
折り返し、参加券をお送りします。申込締切は 5 月 10 日㈫（※ 必着）
お問い合わせは☎ 072-762-7495 （当主：畑田耕一）

主催：畑田家住宅活用保存会
後援：羽曳野市・羽曳野市教育委員会
協賛：大阪大学総合学術博物館

「お能ってなあに？」
能楽師・観世流　シテ方　山本 博通 先生

　皆様、能楽を知っていますか？能楽は、日本が世界

に誇る伝統芸能で、今から 650 年前に確立されました。

現在、見る機会が少なくなって

いますが、一度能楽をみていた

だければ、何かを感じて頂ける

と思います。当日は、能楽での

声の出し方などをお話し、体験

していただき、少しでも身近に

感じて頂ければと思います。

「子どもの遊びを考える」
畑田家住宅活用保存会　役員など

　昔、子どもは庭の片隅でお手玉や面子をしたり、自分

で作った紙飛行機で競ったり、いろいろな工夫をして遊

んでいました。こうした日々の遊

びを通して、手先の器用さや運動

神経をきたえ、考える力、想像力

などを身につけていったのです。

畑田塾では、生きる力を養ってい

くにはどうするのかを、子どもと

大人が一緒になって、実際に遊び

ながら、考えてみたいと思います。

★支援制度について
総務省　地デジチューナー支援実施センター　
①ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援：0570-033840
②市町村民税非課税世帯への支援：0570-023724
★ＮＨＫの放送受信契約、放送受信料免除について
ＮＨＫ　ふれあいセンター　
①ＮＨＫ放送受信料全額免除について：0570-000588
②ＮＨＫの放送受信契約について：0570-077077
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定員　各講座60人になりしだい締め切ります。
費用　受講料 800円 /日　場所　LICはびきの3階 視聴覚室
申込　直接来館か電話申込。氏名・年齢・住所・
　　　電話番号・講義題目をお伝えください。申し込みは
　　　対象講義日の１週間前～前日までとなります。
 【はびきの市民大学】　〒583-0854　軽里１丁目１番1号　
　　　羽曳野市立生活情報センター（LICはびきの）内
　　　　　　　　　　☎ 950-5503　ＦＡＸ 950-5650　

 講座③ 村上春樹と１２人のライバルたち

  5 月   8 日㈰ 15:00 ～ 16:30 阪神間育ちの作家対決
（村上春樹 VS 宮本輝）

  5 月 15 日㈰ 15:00 ～ 16:30 早稲田出身の作家対決
（村上春樹 VS 立松和平、三田誠広）

  5 月 22 日㈰ 15:00 ～ 16:30 ノーベル賞候補と受賞者の対決
（村上春樹 VS 川端康成、大江健三郎）

  5 月 29 日㈰ 15:00 ～ 16:30 国民文学と呼ばれた作家の対決
（村上春樹 VS 司馬遼太郎）

 講座④ 放送進化論 ～いつも時代の中心にいるのは「テレビ」です～

  5 月 11 日㈬ 10:30 ～ 12:00 探偵ナイトスクープのプロデューサーがやって来た

  5 月 18 日㈬ 10:30 ～ 12:00 なぜ地デジ化？アナログ消滅まであと２ヶ月

  5 月 25 日㈬ 10:30 ～ 12:00 「詩」の魅力と美しい言葉

 講座⑥ 歌と芸能からみる江の時代

  5 月 11 日㈬ 15:00 ～ 16:30 『閑吟集』の世界②

  5 月 18 日㈬ 15:00 ～ 16:30 『宗安小歌集』の世界

  5 月 25 日㈬ 15:00 ～ 16:30 『美楊君（びようくん）歌集』と室町小歌の世界

 講座⑦ 日本映画のたのしみかた

  5 月   7 日㈯ 10:30 ～ 12:00 無声映画時代
－日本映画のふたつの系列『十字路』『爆弾花嫁』－

  5 月 14 日㈯ 10:30 ～ 12:00 トーキーの誕生
－『マダムと女房』『モロッコ』『雨に唄えば』－

  5 月 21 日㈯ 10:30 ～ 12:00 社会への挑戦－『祇園の姉妹』その１－

  5 月 28 日㈯ 10:30 ～ 12:00 社会への挑戦－『祇園の姉妹』その２－

 講座⑨ 「食べもの・飲みもの」から見えてくるもの

  5 月   7 日㈯ 15:00 ～ 16:30 コカとコカイン（アンデス＆アマゾン）：
異文化理解に向けて

  5 月 14 日㈯ 15:00 ～ 16:30 チョコレート（ガーナ）：
甘さと苦さの狭間に生きること

  5 月 21 日㈯ 15:00 ～ 16:30 コーヒー（イスラム圏）：“信仰”と“生活”の間

  5 月 28 日㈯ 15:00 ～ 16:30 砂糖（イギリス）：大英帝国の光と影

 講座⑩ 大阪のことば ーその歴史と文化―

  5 月 12 日㈭ 19:20 ～ 20:50
江戸時代文学に現れた大阪方言（２）
～東海道中膝栗毛～

はびきの市民大学 単発受講生を募集します！
 講座① まちづくりについて考えよう ～ボランティアを通してのまちづくり～ 

  5 月 15 日㈰ 10:30 ～ 12:00  視覚障がい者の介助方法と、アイマスク体験

  5 月 29 日㈰ 10:30 ～ 12:00
 ボランティアを深める！
～参加・体験のふりかえり～
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市立休日急病診療所市立休日急病診療所

診療日時：日・祝日　年末年始(12月30日～１月３日）
　　　　 10時～16時（正午～13時休診）
診療科目：内科、小児科、歯科

　　      

　　　　　

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　

　　　　　　　
　　　　

藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181
大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　　　　　　☎955-4181　　　　
有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9時30分～12時
13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9時15分～12時15分
13時～16時月 水火

２ ４

水 予

有

予

6/27 13時30分～14時30分金

金

13時30分～15時HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

療育相談

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

11時～11時30分

予
医療機関に関する相談

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

肝炎ウイルス検査（無料）

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

小児科のみ上記日時に加え、土・日・祝・年末年始（12/30～1/3）の
１８時～２２時まで診察を行っております。　　　☎956-1000

■内科・小児科・歯科　
　診療日　：日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：10時～12時、午後1時～午後4時
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診療日　：土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：午後6時～午後10時（受付は午後5時30分～9時30分）

☎956-1000
（保健センター2階）（保健センター2階）

定期健康相談・栄養相談のお知らせ◆ 5 月 9 日・23 日 ㈪ 午前中   ※ 要予約
～上記日程以外でも随時受付しています。健康増進課までご連絡ください～

※すべて申し込みは、健康増進課（保健センター）まで　電話もしくは来所にて受け付けております。
　定員になりしだい締め切ります　☎：956 - 1000（※FAX での申し込みはできません）

日程 場所 開始時間
5 月 16 日㈪
6 月 17 日㈮
7 月 11 日㈪
9 月 16 日㈮

保健センター
◆ 12:50 ◆ 13:20
   ◆ 13:50 ◆ 14:20  

ー骨密度測定と歯の健診ー
＜対象者：昭和 25・30・35・40・45 年生まれ＞
①骨密度測定と成人歯科健診　40人
②骨密度測定のみ　60人

妊婦さんへの思いやりを

●胃がん・肺がん・大腸がん・乳がん・子宮頸がん

≪５月実施分≫ ３月から受付中	
≪６月・７月実施分≫ ５月１３日㈮　9:00 ～受付開始

集団検診

∵受付について

※�詳細は平成23年度健康だよりをご覧ください。

【乳がん・子宮頸がん検診の受診券（オレンジはがき）について】
・�対象の方には、3月中に受診券を送付しています。受診券が届いたこ
とを確認し、検診の際必ず持参ください。
・�20歳以上で、平成、昭和、大正の奇数年生まれの方でまだ手元に受
診券が届いていない方は、5月中に保健センターに連絡ください。
・�平成23年3月1日以降に転入された方は、お手数ですが保健センタ
ーに連絡ください。連絡いただいてからの、受診券発送となります。

【乳がん・子宮頸がん検診の無料クーポン券について】
・対象の方に5月中に、クーポン券と検診手帳を発送します。
・受診券とクーポン券を両方届いた方も、検診は1年に1回となります。
クーポンが届く前に検診を済ませた方は、クーポン券は利用できません。
（注意）紛失などで受診券やクーポン券の再発行を希望される場合、当日発行は
　　　　できません。必ず前日までに保健センターに連絡してください。

がん検診のお知らせ

日程 場所 開始時間
5 月 30 日㈪ 陵南の森

　◆ 12:30
　　　◆ 13:15
 　  　　　◆ 14:00

6 月 30 日㈭ 保健センター

7 月 25 日㈪ 保健センター

9 月 26 日㈪ 保健センター

＜対象者：健診時点で６５歳以上の方＞
①骨密度測定と成人歯科健診　40人
②骨密度測定のみ　60人
（①②いずれも健康運動指導士による筋力アップトレーニ　
ング転倒・予防講習と歯科衛生士による口腔ケア講習付）

　　　　　　　　　　　　　※事前の申込みが必要です。

ーすこやかトレーニング講座ー

●日　時：6 月 2 日㈭　受付 9:30 ～（10:00 ～ 12:00）
●会　場：はびきのコロセアム　
●定　員：30 人　●持　物：タオル・室内用運動靴・水分

　健康運動指導士が自宅で
簡単にできる運動を紹介し、
実技レッスンをします。
　セラバンド ( ゴム製のト
レーニンググッズ ) を使っ
た運動などを紹介します。

※主治医から運動制限の指示のある方の参加はご遠慮ください。

（事前申込）
5/9 ㈪ 9:00 ～ 受付開始です

　

～「今の生活習慣や食習慣を変えたい！」と
　　　　　　　　思われた方は、ぜひご参加ください～
日　時：5 月 31 日㈫ 13:30 受付 14:00 開始
講　師：羽曳野市医師会　貴志　敏夫 医師
定　員：30 人　　
会　場：保健センター４階大会議室
申　込：健康増進課（保健センター）へ
　　　※必ず事前の申し込みが必要です。

ーメタボ対策入門講座ー

　 ーウォーキング講座ー
日　時：5月20日㈮10:00～ 12:00（受付9:30）	
場　所： 石川河川公園　　定　員： 30 人

（集合場所：石川河川公園事務所前または駒ケ谷駅前）
対　象：市民でウォーキングに興味のある方		
　　　　（ただし運動制限のない方）
持　物：動きやすい服装・運動靴・水分・帽子		
申　込：健康増進課（保健センター）へ
雨天時は保健センター２階でウォーキング講座を行ないます。

　バランスアップ教室バランスアップ教室
～野菜のとり方や 1 日の食事量を学べます～
生活習慣病の予防について、特に食事面に重点を置き、
講義・体験実習を交えて楽しく学べます。
日　時：6月7日㈫ 10:00～ 13:00（受付9:30から）
対　象：40歳以上の市民　定　員：24人	
会　場：羽曳野市立保健センター３階栄養指導室
申　込：健康増進課（保健センター）へ

　5 月 31 日は世界禁煙デーです。5 月 31 日～ 6
月 6 日は禁煙週間になります。健康相談で禁煙
相談もしています！。
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予防接種
健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の1週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保

M

陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9:30～12:00有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9:30～12:00
13:00～17:00

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9:30～12:00寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9:15～12:15
13:00～16:00月 水火

9時45分～10時15分

２
水 予

予

金

一般健康診断

循環器科検診

13:30～14:30
４

水   HIV抗原・抗体検査 
（希望により、梅毒、クラミジア検査が受けられます）

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9:30～10:30

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会」と「精神障がい
　者家族教室」などを開催

「匿名可」

保
陵

保
石

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成２３年１月１日～1５日生まれ

平成２３年１月1６日～３1日生まれ

　　　平成２３年２月生まれ

　　　平成２１年１０月生まれ

　　　平成２１年１１月生まれ

　　　平成２０年１１月生まれ

　　　平成２０年１２月生まれ

　　　平成１９年１１月生まれ

　　　平成１９年１２月生まれ

５月２４日、２５日

６月２８日、２９日

５月1７日、1８日

６月1４日、１５日

５月１０日、１１日

６月７日、８日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

５月１３日

５月２７日

６月１０日、２４日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く　　　　　　　　※松原からの電話は、市外局番からお願いします。

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成23年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

２ ４

水 予

予防接種
健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の1週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保

M

陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165
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飲用水・井戸水検査・浄化槽
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※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く　　　　　　　　※松原からの電話は、市外局番からお願いします。

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成23年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

２ ４

水 予

集団接種（受付時間：13:30 ～ 14:30）

個別接種【各医療機関に直接電話で予約】	

持ち物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、各会場に置いてあります。)
予防接種 日　　時 場　所

ポリオ 6 月
16 日㈭ 　石川プラザ
17 日㈮ 　陵南の森
20 日㈪ 　保健センター

5 月
13 日㈮

　保健センター 3 階
27 日㈮

◆離乳食講習会 ( 保育あり　定員 15 人 ) ◆
　日　時：5月 23日㈪・6月13日㈪・のいずれか１日　　13:00～ 15:00
　対　象：4カ月健診受診後から10カ月までの乳児の保護者 (第 1子優先 )
　受講費：無料　
　会　場：保健センター3階栄養指導室
◆幼児食講習会 ( 保育あり　定員 15 人 ) ◆
　日　時：6月 3日㈮　　13:00～ 15:00
　対　象：5歳までの幼児の保護者
　受講費：無料　
　会　場：保健センター3階栄養指導室
◆マタニティスクール（定員 30 人）◆※ 3 月コース
　日　時：7月 7日㈭、14日㈭、24日㈰、28日㈭　
              13:00～ 15:30※４日間で１コース
◆ことばの相談（予約制）◆
　こどもの発音・吃音（どもり）や言葉の遅れなどについて
　相談をお受けします。

持ち物：�母子健康手帳（必ず必要です）・予診票（お持ちでない方は、
母子健康手帳を持って健康増進課まで取りに来てください。）

予防接種の種類：�百日咳ジフテリア破傷風（DPT）第1期
　　　　　　　　ジフテリア破傷風混合（DT）第2期
　　　　　　　　麻しん風しん混合（MR）第1・2・3・4期
　　　　　　　　日本脳炎　第1期・第2期
★��平成 23年 4月に麻しん風しん混合（MR）2期・3期・4期、ジフテリア
破傷風混合 (DT）2期の個別通知を郵送しました。個別通知が届いていな
い方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

４カ月児健診
と同日実施

BCG

麻しん風しん混合（MR）予防接種を受けましょう！
　麻しん（はしか）は、麻しんウィルスにより空気感染
する病気で、例年、春から夏にかけて流行します。
　最近の流行では、予防接種を 1 回しか受けていない
10 代～ 20 代の人が、学校などで麻しんに感染し、大き
な問題になっています。対象の方は、自分の健康を守る
ため、早めに予防接種を受けましょう。
１歳のお子様　（MR １期）
　接種期間：１歳の誕生日から２歳の誕生日の前の日まで

小学校入学前の方 (MR2 期）
中学 1 年生の方　（MR3 期）
高校 3 年生の方　（MR4 期）
　接種期間：平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日
　　　　　 　までになりますので、注意してください。
※接種期間を過ぎると実費負担（約１万円）になります。

※ �BCG の予診票は４カ月児健康診査のご案内と一緒に送付しています。4 カ月

児健康診査をすでに受け、BCG を接種していないお子さんは健康増進課（保

健センター）に電話し予約の上、受付時間 13:20 にお越しください。

　羽曳野市健康増進課（保健センター）
では、第 1 子出産のご家庭に助産師等
が家庭訪問させて頂き、赤ちゃんの体
重や母乳などの心配なこと、お母さん
の体調について相談を行なっています。
赤ちゃんが誕生されたら、母子健康手帳別冊の綴じ込み

のハガキ「新生児訪問依頼票」を送付してください。
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 　瑠那ちゃん
る な

　平成22年6月7日生まれ

　蔵之内

安部
あ べ

　優しく明るく元気な女の子に育ってね．
　　　 母親の実代さん撮影

 洋翔ちゃん
ひろと

　平成22年2月16日生まれ

学園前
横川
よこがわ

　生れてくれてありがとう！！
　　 母親の育子さん撮影

元気いっぱいのふうちゃん
友達いっぱいつくってね！
母親の満理子さん撮影

 富華ちゃん
ふうか

　平成21年11月5日生まれ

伊賀
長瀬
ながせ

颯良くん
そ ら

　平成17年8月27日生まれ

チョーヤ梅酒さんから ･･･
　４月初旬、駒ヶ谷に本社があるチョーヤ梅酒株式会社より、駒ヶ谷小学

校へグランドピアノを寄贈していただきました。同社の金銅幸夫会長は、「5

世代で通った小学校に使っていただければ」と思いを述べられました。また、

被災地への義援金として一千万円を寄付してくださいました。金銅会長は

「当社も宮城県仙台市に営業所があり、数日後、安否確認ができなかった従

業員から無事だとの連絡が入り感極まった。これからも被災地への支援を

続けていきたい」とお話くださいました。

緊急消防援助隊派遣 ～柏羽藤消防組合～
　

 柏原羽曳野藤井寺消防組合では地震発生の３月 11日、緊
急消防援助隊大阪府隊として車両４台（ポンプ車・救助車・

救急車・後方支援車）で一次隊 15人を岩手県上閉伊郡大槌

町へ派遣。３月 13日、同被災地へ二次隊 15人を派遣し大

阪府隊約 800人とともに、救出救護活動を行ないました。

現地では寒風、降

雪のなか被災者を

救出すべく、消防・

警察・自衛隊が連

携し懸命の活動が

行なわれ、多数の

方を救出救護しま

した。

男女共生セミナー「今から始める老い支度」
　今話題になっている「終活」。自分の人生を自分らしく生

き、自分らしく終わるためにはどうすればいいのか。自分が

認知症になった時、誰に、どこでみてもらいたいか。自分の

お葬式はどんなふうにしてほしいか。それを元気なうちに考

えておくと、おのずと死ぬまでのお金の使い方、人間関係な

どが見えてきます。男

女 45人の方々が受講さ

れ、「目標をもって、楽

しく計画的に生きるこ

とが大切ですね」「第 2

弾、第 3弾、是非お願

いします」と意欲的な

感想をいただきました。

街かどから

「はびきの自主夜間中学校」 　
 はびきの自主夜間中学校は、1991 年 2月
に開校しました。この中学では義務教育を受

けれなかった方や日本語を習得したい外国

人に学習の場を提供しています。20年が経

過し、参加者は延べ 9,000 人（日本人 25人・

外国人11カ国から260人）近くなりました。

スタッフの今木さんは「人と出会い、世界

と出会い、私と出会ってきた。今後もボラン

ティアの支援を得ながら、続けていきます」

と力強いコメントをいただきました。

（3月 17日実施）

 2011 年 2 月 18 日の 20 周年のつどいの写真
夜間中学校は毎週金曜日の夜に恵我之荘集会所で実施
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恵愛ちゃん
けいと

　平成21年12月24日生まれ

　　古市
三谷
みたに  　

 柚花ちゃん
ゆずか

　平成22年2月11日生まれ

西浦
安藤
あんどう

いつもキラキラと輝いてほしいと願って☆
母親の恵さん撮影

おじいちゃんもおばあちゃんも恵愛の笑顔
が大好き。うまれてきてくれてありがとう。
　　　 祖母の繁子さん撮影

生れてきてくれてありがとう
いつまでもかわいい笑顔でね。
　　 父親の陽さん撮影

 輝星ちゃん
きらら

　平成22年5月14日生まれ

樫山

勝尾
かつお

こんにちはあかちゃんの写真を募集しています。詳しくは広報担当まで〔内線 3330・3340〕
E-Mail kouhou@city.habikino.lg.jp

教育長特別表彰受賞
　割石大樹さん（当時、羽曳野

市立高鷲北小学校６年生）が、

２０１０年オープントーナメント

大阪城杯冬の陣（空手）で、小学

六年生重量級の部において優勝し

ました。この功績を称え、教育長

から特別表彰を受けられました。

今後の活躍を期待します。

NHK 全国放送公開番組決定！
　3月29日㈫、平成 23年 8月20日にLICはびきのにて収

録される、NHK 全国放送公開番組の決定連絡を市を代表して

北川市長が受けました。番組タイトルは「福祉ネットワーク～公

開すこやか長寿～（教育）」となっており、羽曳野の長寿などの

情報が全国へ発信され

ます。どうぞ、お見逃し

なく！（公開日は4/13 現

在未定です。）今後、内

容が決まりしだい、広報

やウェブサイトでお知ら

せいたします。

街かどから

羽曳野市緑の少年団「入団式」
　春うららかな日差しの４月 10日㈰、緑の少年団の入団

式が行なわれました。新団員 39人と現在の団員 40人、合

計 79人の団員を前に、高橋団長は「一致団結して緑や環

境問題に取り組んでいきましょう」と言葉をかけられまし

た。初々しい新団員たちがこれから羽曳野市のイベントな

どにも多く参加してくれます。緑や環境問題の活動をして

いる彼らを見かけたら声を掛けてあげてください。

がんばろう TOHOKU
～とどけよう、私たちの想いを～

　3月27日㈰、羽曳野市役所議会棟下にて、社団法人羽曳野

青年会議所ならびに羽曳野市商工会青年部の方々が、義援金と

支援物資の募集を行ないました。たくさんの方々が義援金や使

い捨てカイロ・おむつ・生理用品・サランラップ・アルミホイル・

石鹸などをお持ちくださいました。義援金をお持ちいただいた人

は「被災地へ支援をしたかったが、あと一歩が踏み出せなかった。

新聞に折り込まれていたチラシでこの企画を知り、被災地へ私

の思いを届けることができました」とお話いただきました。義援

金ならびに支援物資は公益社団法人日本青年会議所「東北地方

太平洋沖地震」対策本部を通じて被災地の救援活動に用いら

れます。
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制　度 市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

平成23年度子ども手当
 子ども手当は、平成 23年４月～９月までの６カ月間、これまでと同じ月額13,000
円で引き続き支給されることになりました。
　○支給金額・・・子ども１人につき　月額13,000円
　○支給対象となる子ども・・・０歳から中学校卒業まで
　○支給月・・・・平成23年６月・10月
　○現況届・・・・平成23年６月の現況届の提出は不要です。
　　（ただし、10月に届出・申請などが必要となることがあります。）

問合せ　子育て支援課　内線1222

障がい者の方に対する軽自動車税の減免
　一定の要件に該当する身体障がい者、知的障がい者または精神障がい者の方は、
申請により軽自動車税の減免を受けることができます。なお、減免できる車両は障
がい者１人につき普通自動車を含めて１台です。普通自動車の自動車税で減免を受
ける場合は、軽自動車税では減免の対象になりませんのでご注意ください。
　● 申請期限　５月24日㈫　　● 必要書類　手帳、車検証、印鑑
　※�以前に申請いただいている方については、別途送付しました減免申請書（継続用）
をご提出ください。（郵送可）

問合せ　税務課  税政担当　内線1570・1571

児童扶養手当
　離婚、死亡によるひとり親家庭の児童や、父または母が政令で定める程度の障
がいの状態にある児童を養育している方に、所得に応じた手当（月額）を支給します。
なお、この制度でいう「児童」とは、18歳に達する日以後の最初の３月31日までの
児童をいいます。
　ただし、父または母、養育されている方が、公的年金や遺族補償を受給している
ときは、支給されません。障害年金の場合は、ご相談ください。
　　●児童1人目　全額支給　月額41,550円  ・  一部支給　月額41,540～月額9,810円
　　●児童2人目　月額5,000円加算
　　●児童3人目以降　月額3,000円加算（1人につき）

特別児童扶養手当
　20歳未満で、政令に規定する障がいの状態にある児童を監護している父母、ま
たは父母に代わって児童を養育している方に支給します。
　ただし、児童が障がいを支給事由とする公的年金を受給、児童福祉施設に入所
しているときは、支給されません。
　　○１級　月額50,550円  　○２級　月額33,670円 　
問合せ　子育て支援課　内線1223

主な公共施設

      羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言
○非核平和都市宣言
○人権擁護都市宣言
○健康都市宣言
○青少年健全育成都市宣言

羽曳野市役所
☎958-1111　℻958-0212

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

道の駅 しらとりの郷・
　　  羽曳野  総合棟
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防本部

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻958-0050
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3308
☎953-6361　
℻953-6361
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577

新築・増改築家屋の実地調査にご協力を
　平成 23 年中に新築や増改築された家屋については、平成 24 年度から固定資
産税・都市計画税の課税対象となります。
　そこで、課税の基礎となる家屋の評価額を算定するため、身分証を携帯した税務
課の調査員が、家屋全体の使用材料および各部屋の仕上げ状況などの確認のため、
家屋の内部に立ち入らせていただく実地調査にお伺いします。
　また、場合により図面など関係書類の借用をお願いすることがありますので、ご
協力をお願いします。
　なお、登記されない新築家屋や家屋を増改築した時、取壊した時にも必ず税務
課固定資産税家屋担当までご連絡をお願いします。
問合せ　税務課 固定資産税家屋担当　内線1550・1551
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研志会会員による無料法務相談
日時　５月29日㈰、６月19日㈰
　　　13:30 ～16:30
場所　市役所 Ａ棟 中東会議室
内�容　相続・遺言書、許認可、保険・
労働問題、その他日頃の法律上の
悩み事当日の相談は、研志会会員
の行政書士、社会保険労務士が担
当します。

申込・問合せ　要予約
　NPO法人研志会（城） ☎ 938-0585

５月１日から７日までは「憲法週間」です
     みんなで築こう　人権の世紀 

　　　　　　　　　　　　～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～

　５月３日の憲法記念日を中心とする一週間（５月１日～７日）は憲法週間です。
　だれもが平等で明るく幸せに暮らせる社会を築くためにお互いの人権を尊重し、憲
法の精神を守り育てましょう。
【街頭啓発・平和展＆人権展の開催】
　羽曳野市人権啓発推進協議会委員が「人権」の大切さを伝えながら、啓発物品をお配りし
ます。また、平和の尊さ、人権の大切さを理解してもらうため、“平和展＆人権展”を開催します。
　日程　５月５日㈷　　会場　はびきのコロセアム（市民フェスティバル会場内）
　●街頭啓発 ９:30頃～
　●平和展＆人権展 10:00 ～15:00 ～平和の願いを込めて“ハートの風船”を配布します～
   〇特設人権相談の開設
　　毎日の暮らしの中で起こるさまざまな人権問題の解決を図るため、市内の人権擁
　　護委員が相談に応じます。
　①日時　５月５日㈷　10:00～ 12:00、13:00～ 15:00
　　場所　はびきのコロセアム（市民フェスティバル 平和展＆人権展会場内）
　②日時　５月20日㈮　14:00～ 16:00
　　場所　陵南の森総合センター２階視聴覚室
　問合せ　人権推進課　内線1053･1054　　  　　

5月は固定資産税(１期）と
軽自動車税の納付月です。

5月31日を過ぎるとこの納付書は使えません。

全 固定資産税　　

第１期分

第２期分

第３期分

第４期分

固定資産税　
５月

７月

９月

11月

各納期までに
お納めください。

納付書は綴らずにお送りしています。

　納付いただく期別分のみの納付
書を窓口にご提出ください。
　なお、お渡しになった納付書は、
すべて納付されるものとして取り
扱われますので、ご注意ください。

※全期分を前納いただいた場合の
   報奨金は廃止となりましたので
   ご了承ください。

（税務課　内線1420）

　期別ごとの納付、全期分を前もっ
て一括しての納付、いずれかの方法
でお納めください。

(納付期限　5月3１日）

　　　　　　　　　　　　

 　　　　    今月の納税

 　　　　　  固定資産税　　  第１期分
軽自動車税

市税催告コールセンターの開設を予定しています。
 羽曳野市では、雇用情勢の悪化に対し、緊急に雇用の創出を図るため、「緊急雇
用創出基金事業費補助金」を活用し、民間委託による「市税催告コールセンター」
を市役所内に開設するための準備を、昨年度に引き続き今年度（平成 23年度）も
進めています。
　市税の自主的な納付を促進する「市税催告コールセンター」については、開設期
間や時間の延長、専門オペレーターを増員するなど、業務の拡充を図り、運営につ
いては民間業者への委託を予定しています。
　開設期間や業務時間などの詳細が決まりましたら、羽曳野市ウェブサイトなどで
お知らせします。

問合せ　税務課 納税相談担当　内線1440・1450 

振り込め詐欺など不審電話にご注意！！
「税務課」や「市税催告コールセンター（開設準備中）」から、還付金の案内や納付の
ためにATM（現金自動預け払い機）の操作を求めることは一切ありません。

　＜不審と思われる電話にご注意ください。＞

羽曳野市立恵我之荘自転車置場係員の駐在時間の変更について
　この度、恵我之荘自転車置場係員の駐在時間を５月1日㈰より、下記のとおり変
更いたしました。
　ご利用の皆様方には、ご不便をおかけしますが、なにとぞご理解いただけますよう、
よろしくお願いいたします。
　　（旧）係員の駐在時間　　午前６時 30 分から翌日午前０時 40 分
　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　（新）係員の駐在時間　　午前６時 30 分から当日午後 10 時 00 分
　※ただし、出入口は、終日開放しております。
　※�なお、12月31日の駐在時間は従来どおり午前６時30分から当日午後７時 00分

までとなります。
　　また、上記に伴い定期券の販売時間についても係員の駐在時間での販売となります。
     （販売日は従来どおりの毎月24日～月末までとし、料金の改定はございません。）
問合せ　道路課 交通対策担当　内線 2241
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教えて！消費生活Ｑ＆Ａ　  ～中古車購入は慎重に～

Ｑ .�中古車を購入後に、ミッションに不具合が生じた。販売店に修理を申し出
たら、現状販売であることを理由に有償修理になると言われた。

Ａ . 中古車の品質は、過去の使用状況によって異なるため、外見だけではなかなか
　　判断できません。
　　保証付きではなく現状販売で購入した場合の不具合は原則、有償修理になります。
　　ただ、今回のようにミッションの不具合は、要整備箇所に該当する不具合であ
　　り、もし購入の際にその箇所の説明を受けていなかった場合は、販売店に無償
　　修理を要求できます。
　　これから中古車を買う場合は、展示車のプライスボードをよく確認しましょう。
　　（初度登録、走行距離数、修復歴の有無、保証付きかどうか など）
　　 納車の際も最終チェックをきちんとしましょう。

　　○納車は明るい日中に行う　○内装やオプションなどをチェックする
　　○車検証の記載内容を確認する
 【消費生活相談】　毎週月・水・金曜日 10:00 ～16:00（水曜日は15:00まで）
　 まずは電話でお問い合わせください。　    産業振興課　内線 2780

道の駅しらとりの郷羽曳野   ５月・営業および休業日のお知らせ
　５月５日㈭・６日㈮は、「野外活動広場など」休業   

施設名 施設概要 開館・営業日および時間 休館日

トイレ棟
（公衆電話・駐車場）

  24時間利用出来るトイレ・
  公衆電話・駐車場

24時間利用 無休

商工物産館
「タケル館」

  地元特産品の販売など
  ☎ 957-8180

金曜日～水曜日
９:30～ 18:30
臨時営業５日木曜日

毎週木曜日
臨時休業６日金曜日

  喫茶・軽食
 （ぱんろーど）☎957-8800

金曜日～水曜日
７:00～ 18:30
臨時営業５日木曜日

毎週木曜日
臨時休業６日金曜日

  はびきのうどん　☎958-2233
金曜日～水曜日
11:00～ 18:30
臨時営業５日木曜日

毎週木曜日
臨時休業６日金曜日

JA大阪南農産物直売所
「あすかてくるで」

  地元の野菜・果物・ 花木の販売
  ☎ 957-8318

金曜日～水曜日
10:00～ 18:00
臨時営業５日木曜日

毎週木曜日
臨時休業６日金曜日

６月１日は人権擁護委員法が施行された日です
　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した地域のボランティアの人たちです。
　地域の中で人権思想を広め、人権侵害が起きないように見守っています。
　法務局では毎年６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、人権擁護委員による相
談活動などを行っています。もし、自分の人権が守られていない、改善してほしいと
感じたら、ご相談ください。
　相談は無料で、秘密は厳守しますので気軽にご利用ください。
○特設人権相談を開設します
時間　６月１日㈬　10:00 ～12:00、14:00 ～16:00　　
場�所　市役所別館 ３階 会議室（直接会場へお越しいただくか、電話でご連絡ください。）
　     羽曳野市在住の人権擁護委員

氏名 住所 電話
杉谷　義文 古  市 ☎956-1063

中山　義雄 高  鷲 ☎954-0252

音野　李佳子 向  野 ☎938-2218

塚本　彰子 河原城 ☎938-0111

仲村　幸雄 飛  鳥 ☎956-4754

氏名 住所 電話
内本　令子 南恵我之荘 ☎939-6792

北辻　幾身 東阪田 ☎ 956-9692

二宮　博直 羽曳が丘西 ☎958-3674

尼丁　正寄 高  鷲 ☎953-8985

自転車の防犯登録について
「あなたの自転車が狙われていますよ！」
【自転車盗の発生状況】

   平成 22年の府内全体の自転車盗は、
36,294件（前年は42,220 件）で街頭
犯罪の４割を占めています。また、約半
数の自転車が施錠なしで盗まれています。

【自転車盗の被害を防ぐには】
●決められた場所へ駐車しましょう。
●�自転車から離れるときは、短時間  
でも必ず鍵を掛けましょう。
●�シリンダーキーなど、丈夫な鍵を２
個以上付けましょう。

【防犯登録を必ずしましょう。】
●�防犯登録は法律で義
務付けられています。
●�防犯登録をすれば、
盗難被害時の早期発
見に役立ちます。

問合せ　大阪府自転車商防犯協力会
　☎ 06-6629-0750
　http://www.bouhankun.com/

自動車税の身体障がい者等減免
の申請期限について
　新たに自動車税の身体障がい者等
の減免要件に該当することとなった
方は、申請期限後でも申請できるよ
う府税条例を改正しました。ただし、
減免される税額は、申請のあった翌
月から月割りで計算した額となります。
　詳しくは、大阪府ウェブサイトでご
確認ください。
大阪府ウェブサイト（府税あらかると）
http://www.pref.osaka.jp/zei/alacarte/
自動車税の納期限
　自動車税の納期限は、５月31日
㈫です。納税通知書に記載の金融機
関、ゆうちょ銀行または郵便局、コ
ンビニエンスストアで納期限までにお
納めください。
問合せ　大阪府自動車税コールセンター
　☎ 0570-020156（フゼイコール）

府
税
マ
ス
コ
ッ
ト
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お知らせ

子育てに苦しさを感じている親の
ための「MY TREE ペアレンツ・
プログラム」
　子どもの心と体にダメージを与えてい
ることに悩む親への回復プログラムです。
日�時　６月27日～10月31日までの
月曜日（８月15日と祝日を除く）と

　１月16日㈪・３月12日㈪の全17回
　10:00 ～12:30　　　　
　※無料保育あり（要予約）
場所　富田林市立人権文化センター
　（富田林市若松町１-９-12）
費用　無料　定員　10人
申込・問合せ　富田林市人権協議会   
　☎ 0721-24-3700　ＦＡＸ 0721-25-5952

猫を飼われている方へ　～まわりに迷惑をかけないで～
　　猫のフンや尿などの生活環境被害の苦情が多く市に寄せられています。
 【飼い主の方へお願い】
　 ○フン、尿は自宅の決まった場所でさせるようしつけましょう。
　 ○野良猫と間違われないように首輪をつけるようにしましょう。
　 ○野良猫などを増やさないためにも不妊去勢の手術を行なってください。
  問合せ　環境衛生課　内線 2840

犬は正しく飼いましょう。（飼い犬による事故の防止）
　ルールを守って正しく犬を飼いましょう。途中で捨てたりせず、家族同様に最後
まで愛情もって飼いましょう。
  【次のことを守って事故を防ぎましょう】
    ●しつけをしっかりとしましょう。
    ●�散歩（運動）をするときは、犬を十分制御できる人が丈夫な綱やリードを付け

てしましょう。また、フンは持ち帰るなど飼い主が責任をもって処理しましょう。
  【飼い犬が人を噛んだとき】
    ●飼い主は保健所に必ず咬傷届けをしてください。
   問合せ　環境衛生課　内線 2840、　大阪府藤井寺保健所　☎ 952-6165

定期救命講習のお知らせ
　今話題のAED（自動体外式除細動器）の使用方法を含めた応急手当の講習会です。
もしもの時のために、あなたも講習会を受講しませんか。

　費用は無料です。受講後に修了証を発行いたします。人数に制限がありますので、
必ず電話にて下記までお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　（柏原羽曳野藤井寺消防組合消防署  ☎958-0119）

日時 場所
５月14日㈯13:30～ 16:30 羽曳野市立陵南の森老人福祉センター  ２階大広間
５月22日㈰13:30～ 16:30 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部 ３階視聴覚室
６月11日㈯13:30～ 16:30 藤井寺市立市民総合体育館 第４会議室
６月26日㈰13:30～ 16:30 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部 ３階視聴覚室

羽曳野市 平成 23 年火災・救急発生概要				  

 1、月別火災種別件数					   
	

 ２、月別火災原因件数	
	 	
	
 ３、月別救急件数				  
	

建物火災 林野火災 車両火災 その他 合計
3 月 5 1 0 0 6

計（１月～３月） 7 0 0 3 10

こんろ 放火（疑い含む） たばこ その他 不明
3 月 1 1 0 2 2

計（１月～３月） 1 1 0 5 3

急病 一般負傷 交通事故 その他 合計
3 月 321 78 56 0 455

計（１月～３月） 871 214 148 2 1235

平和について考えてみませんか・・・
長崎へ平和の取材「親子記者」
参加者募集
対�象　小学生とその保護者で、平和・原爆・
核兵器廃絶などに関心がある方

期間　８月８日㈪～11日㈭ 
　※�長崎市滞在中、平和祈念式典参加などを

通して原爆・平和に関する取材をし、取
材記録を提出していただきます。

定員　全国の対象自治体から18人　
　（小学生３年生以上1人とその保護者１人の９組）
　※申し込み多数の場合は抽選
費�用　参加費補助：長崎駅までの交通費、
宿泊代、滞在中の取材補助経費を支給

申込　はがきまたはＥメールで 
　①住所 ②参加者の氏名（ふりがな）・性別
　③小学校名・学年 ④電話番号 
　⑤保護者名（ふりがな）・性別を記入、押印の上
　⑥�平和を願う一言メッセージを添えて、

下記へお送りください。
　 ５月10日㈫　当日消印有効
　〒852-8117　長崎市平野町 7-8　
　長崎市平和推進室内
　日本非核宣言自治体協議会事務局　
　☎ 095-844-9923
　※詳しくはウェブサイトをご覧ください。
　http://www.nucfreejapan.com

税理士による無料税務相談センター

　本年度の羽曳野市役所における相談センターは、６/15・７/20・８/17・９/21・
　10/19・11/16（11月まで、各月の第３水曜日）を予定しています。
　納税協会・府税事務所（いずれも富田林市）でも開催しています。詳細は近畿税
　理士会 富田林支部 事務局までお問合わせお願いします。

日時  ５月18日㈬　13:00～ 16:00 会場  市役所 １階 税務相談コーナー
対象  一般納税者で、税理士の関与がない方 時間  １人30分程度

内容  口頭による所得税・相続税や経理などに関する相談 予約  電話申込による先着順（予約状況により当日申込も可）

問合せ
申込

 近畿税理士会 富田林支部 事務局　☎ 0721-25-6250（月～金曜日 ９:00～ 16:00）
 ※当日申込のお問合せも、上記までお願いします。

高年者敬老入浴
　65歳以上の市民を対象に毎月１回、市内
の公衆浴場において敬老入浴を行います。
　入浴時に対象年齢以上であることを申し
出てから入浴してください。
日時　５月15日㈰、６月15日㈬
利用料金　100円
利用できる施設　
　新高鷲温泉、紅梅湯、羽曳野温泉、
　古市温泉（５月のみ14日㈯）
問合せ　福祉支援課
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「ボランティア パソコン講座」
受講者募集 （パソコン交流館）
　気軽に質問ができ、楽しく受講できます。
【①パソコン入門講座】火曜日　
　５月１7日・24日・31日    計３回　
　14:00 ～16:00
【②ワード初級講座】　火曜日　
　５月１7日・24日・31日　計３回　
　９:30～11:30
【③エクセル活用講座】水曜日　
　５月１1日・18日・２5日　計３回　
　９:30～11:30
【④デジカメ講座】   水曜日　
　５月１1日・18日・２5日　計３回
　14:00 ～16:00
【⑤合成・変形写真講座】月曜日　
　５月23日・30日　計２回　
　14:00 ～16:00
会場　市民会館４階（第９・10会議室）
定員　各講座５人
費�用　１回500円（計1,500円また
は1,000円を１回目の講習日に一
括してお支払いください。テキスト
代等すべて入っています。）

申�込　①～⑤のコースの内、いずれか
１つのコースを選び、電話で申し込
みください。
　パソコン交流館　国沢 直史　
　☎956-4197  携帯 090-3725-2528

人権文化センター講座生募集
申込　人権文化センターへ直接または、電話（☎ 955-4556）まで
受付　５月10日㈫９:00～５月12日㈭17:00まで
　※受け付け初日のみ１講座１人の申し込みになります。（定員になりしだい締め切ります。）
会場　人権文化センター
対象　市内在住・在勤・在学者の方（着付教室は女性の方のみ）

講座名 内容 曜日 開催日 開催時間 回数定員 費用 持物

書道教室 毛筆 木 月２・３回
（５月19日より）

14:00～
　　16:00 22 15 1,300円 書道用具・半紙

寄せ植え初夏の室外用観葉植物 水 ５月25日 18:30～
　　20:30 １ 15 1,300円 花ばさみ

絵手紙 初めての方の
絵手紙入門 火 ５月24・31日 19:00～　　21:00 ２ 10 300円 －

着付教室 浴衣など
着たい着物 金 ５月20・27日、

６月３日
19:00～
　　21:00 ３ ８ 300円 着物一式

（習いたい種類の着物）
トール
ペイント

リモコンケース・
ペンスタンド 水 ６月８・15・22日 19:00～　　21:00 ３ ８ 1,800円 －

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

四天王寺社会福祉研修センター講座

※詳細についてはお電話にて資料（無料）
　をご請求してください。
問合せ　四天王寺社会福祉研修センター
　☎ 956-2985

訪問介護員（ホームヘルパー）
養成研修（２級課程）

日程 ６月１日㈬～８月２日㈫   平日コース

費用 68,000円   （テキスト・実習費込み）

福祉用具専門相談員指定講習会
（平日コース・全５回）

日程 ５月16日㈪～20日㈮   平日コース

費用     43,500円（テキスト代込み）

大阪菊花会菊花講習会（講習会無料）  菊づくり講習会はどなたでも参加できます。

講習日 内　容
    第３回  ５月29日㈰    大菊三枝誘引・大鉢定植 ほか  （講習会終了後 大菊苗の販売  陵南の森 藤棚の下）
   第４回 ７月10日㈰    大菊真夏の管理・柳芽の処置・ 肥料追い込み・蕾の選定 ほか
 　     ７月 31日㈰        　　　　　　　  福助苗販売  （陵南の森 藤棚の下）

会場　陵南の森総合センター　　時間　13:00 ～ 
問合せ　大阪菊花会・花川　携帯 090-3275-6360
　　　　みどり公園課　内線 2420

初心者、シニアの方中心の楽しくわかりやすい「パソコンサークル ステップ」
　４月の講座内容は下記の通りです。興味のある講座にお申し込みください。　　
　参加の目安「初級」「ネット初」･･･文字の入力が可能な方。「中級」その他･･･ワード・
　エクセルの使用経験のある方。

　※印は、同内容の講座です。
費用　1回 900円 テキスト代含む（個別指導　1時間1,000円 予約制）
定員　先着15人　定員になりしだい締め切らせて頂きます。
持物　ノートパソコンをご持参ください。（レンタル可、予約制、台数制限あり）
　　　※詳細につきましては、下記までお気軽にお電話ください。
問合せ　パソコンサークル ステップ　 山田 智子　☎ 090-6608-5799　　
　　　　http://pasokonstep.blog.eonet.jp/

日　　時 内　　容

5月6日㈮ LICセミナーB
10:00～ 12:00 中級 Word　写真が入った文書作成　new！※
13:00～ 16:00 中級 Word　往復はがき作成　new！ 

5月 10日㈫ LICセミナーB
10:00～ 12:00 初級 特殊な文字の入力方法
13:00～ 15:00 中級  Word　写真が入った文書作成　new！※
15:30～ 16:30 個別 個別指導　110番（定員4人）

5月13日㈮ 市民会館4階
10:00～ 12:00 中級 Excel　VLOOKUP関数　new！※
13:00～ 16:00 ブログ インターネット講座　ブログ作成　new！

5月20日㈮
LIC小会議室C 10:00～ 12:00 中級 Excel　VLOOKUP関数　new！※

LICセミナーB
13:30～ 15:30 役立つ Word　暑中見舞いはがき作成　① new！
15:45～ 16:45 個別 個別指導　110番（定員4人）

5月24日㈫ LIC小会議室B
10:00～ 12:00 初級 Word　名刺作成
13:30～ 16:30 筆ぐるめ 筆ぐるめ応用講座　

5月27日㈮ 市民会館4階
10:00～ 12:00 ネット初 インターネット講座　初級編　1回目
13:00～ 15:00 役立つ Word　暑中見舞いはがき作成　② new！
15:30～ 16:30 個別 個別指導　110番（定員4人）

不動産無料相談会のお知らせ 主催 全日本不動産協会 大阪支部
　正しい不動産取引・土地・建物・賃貸借問題・苦情処理・相続・銀行ローン・
その他の問題から一般消費者保護のための相談会です。
日時　毎月 第２水曜日（祝日の場合は翌週水曜日）10:00 ～16:00 電話予約可
場所　藤井寺市藤井寺１丁目８-30　サングレース藤井寺１階
問合せ　全日本不動産協会 南大阪支部 総務委員会 ☎ 931-2411 ＦＡＸ 931-2422
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講　座

点字教室受講生の募集
　視覚障がい者の福祉に理解と熱意のある方を対象に点字教室を開催します。
日時　６月10日㈮～11月４日㈮  毎週金曜日  全 20回　19:00 ～20:30
会場　市役所別館 ２階 研修室　　定員　先着20人（定員になりしだい締め切り）
対象　市内在住・在勤・在学者　　費用　テキスト代 500円（点字器は貸し出しします）
申込　５月６日㈮から福祉支援課へ電話または直接お越しください。
問合せ　福祉支援課　内線1211　　ＦＡＸ 956-0730

平成23年度国家公務員採用試験
（高校卒業程度）日程
職種　行政事務、税務、農業土木、林業
受験資格　平成２年４月２日～平成
　６年４月１日までに生まれた方。
申込　６月21日㈫～28日㈫
　※申込用紙、受験案内は５月９日㈪
　　から配布します。
試験日　９月４日㈰
試験地　京都市、大阪市、神戸市、
　奈良市、和歌山市、田辺市
問合せ　人事院近畿事務局（試験係）
　〒553-8513　大阪市福島区福島１-１-60
　☎ 06-4796-2191
　http://www.jinji.go.jp/kinki/

　 　　　講座募集にあたって
○各講座とも申し込み開始時間の時点で定員を超えた場合は抽選となります。
○�定員に満たない場合は先着順で、定員になりしだい締め切りとさせていただきます。
○申込は本人が直接講座開催館にて、申し込み願います。
○受講料は講座を欠席されても返金できません。

募生講 受座 講 集
（財）羽曳野市施設管理公社

歌声くらぶ　
 【 市 民 会 館 】 ５月10日㈫10:00 ～11:30　【石川プラザ】 5月17日㈫14:00 ～15:30
 【 丹治はやプラザ ☎937-2355】 5月24日㈫14:00 ～15:30
　   　  講師 喜多　光三氏　 費用　500円（初回の方は、900円歌集込み）  

石川プラザ  ☎ 950-2002市民会館  ☎ 958-2311 MOMO プラザ  ☎ 957-5553

料理教室①②
日時　10:00 ～12:00
　①第２・４土曜日 ②第２・４金曜日
講師　①網本 かほる氏  
        ②末吉 明美氏
定員　若干名（女性のみ）
費用　２カ月6,000円
申込　市民会館で随時受付

パソコンマスター講座
　パソコンを始めてみたい方や不安
をお持ちの方でも自分のペースでわ
かりやすく楽しく学んで頂けます。
日時　毎週月・木・土
　①10:00 ～11:20
　②11:30 ～12:50
　③14:00 ～15:20（木曜のみ）
　④19:30 ～20:50（木曜のみ）
講師　NPO法人きんきうぇぶ
コース　ワード、エクセル、その他
費用　５回 6,000円　チケット制
申込　随時 1階受付にて

フリーマーケット（館内にて）
出店者募集
日時　５月15日㈰　10:00～13:00
場所　石川プラザ　集会室①②
費用　1,500円（1ブース）
　　　18ブース募集
申込　５月１日㈰　11:00 ～
　※受付終了後、説明会があります。

「たのしいワード教室」受講者募集 羽曳野 ITサポート会
　文書作成ソフト・ワードのいろいろな編集操作を学びます。文字入力、マウス操作
ができる方を対象としたワンステップアップの講座です。多くのサポータがついてい
ますので、分かりやすいと評判です。

会場　市民会館 ４階 研修室　 対象　20歳以上の市民・市内在勤で初心者の方
費用　３回  1,300円（テキスト代含む）   定員　14人（応募者多数の場合は抽選）
申込　往復はがき往信面の裏面に、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号（無
　　　記入無効）、生年月日、返信面の表面に郵便番号、住所、氏名を明記し、５月
　　　10日㈫必着にて下記住所にご応募ください。
　　　〒583-8585　羽曳野市誉田４-１-１   
　　　羽曳野市社会福祉協議会気付、羽曳野 IT サポート会宛

「P�C 活用相談会」パソコン初心者を対象に、市民会館で相談会を開催しています。
詳細は、問合せ先にお電話ください。

問合せ　羽曳野 IT サポート会  真銅　☎ 956-2216　携帯 090-8531-6338　

日時  ６月２日㈭  13:30 ～ 16:30  ６月９日㈭  13:30 ～ 16:30  ６月16日㈭  13:30 ～ 16:30

内容

 「旅行案内」の作成‐１
 ●ワードﾞのおさらい
 ●文書作成、ページ設定、
　 ワードアート操作

「旅行案内」の作成‐２
 ●ワードﾞの各種操作…線、図、
　 クリップアート等の挿入 ･作成

 「暑中見舞い」の作成
 ●はがき設定
 ●ワードアート、テキストボックス、
　   写真貼付、オートシェイプの挿入・作成

不登校と登校しぶりの親の会
～同じ悩みを持つ親の集まりです～
　ひとりで悩まないで、一緒に考えま
しょう。そこから、何かが見つかるかも
しれません。お気軽に、ご参加ください。
日時　毎月第２水曜日　
　　　13:30 ～17:00
場所　ＬＩＣはびきの ２階
　羽曳野市教育研究所 第２実習室
問合せ　小池　☎ 955-9555　

http://www.geocities.jp/hakanrikousha/   
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ボーイスカウト羽曳野第１団　
１日体験入団のお知らせ
小学生向けのアウトドア体験です！
日時　５月15日㈰  10:00 ～15:00
場所　石川河川敷　さかな公園
申込　５月13日㈮までに、電話・メ
　ールなどでお申し込みください。
　※保護者同伴でご参加ください。
問合せ　大西団委員長　☎ 957-1552
　E-mail:scout@kawachi.zaq.ne.jp
　ウェブサイト　http://sites.google.
　com/site/habi1scout/
　「スカウト・羽曳野」で検索いただく
　と最初に出てきます。

聴覚障害者ピアサロン 主催　障害者総合支援センターはる
外出企画「平野の町並み散策」
日時　５月23日㈪　10:00 ～古市駅改札口前 集合
対象　市内在住の聴覚障がい者とその家族　その他　歩きやすい靴を着用。
費用　交通費・昼食　自己負担　締切　５月16日㈪
問合せ　障害者総合支援センターはる　聴覚ピア（片岡）　☎ 957-1607　ＦＡＸ 957-1604

親子リズム（無料）
　ヒノキの床材を用いた広いホールで親子でのリズム遊びを楽しみましょう。
日時　５月15日㈰　９:30～11:00	
会場　子育てサポートくるみホールにて※申込予約不要（育児相談は要予約）	
対象　歩いている子 ※動きやすい服装でお越しください。※駐車場の石川河川敷より送迎あり。	
問合せ　子育てサポートくるみ　☎ 957-3282	

羽曳野市民ウィンドオーケストラ
  ティータイムコンサートのお知らせ
日時　５月15日㈰　
　13:30 開場　14:00 開演
場所　ＬＩＣはびきの　ホールＭ
プログラム　
　スーパー・マリオ・ブラザーズ
　ユー・レイズ・ミー・アップ
　山辺の道　ほか多数
問合せ　羽曳野市民ウィンドオーケストラ
　☎ 080-2447-2968
　habikinowind@docomo.ne.jp

農産物展示品評会
　市農研クラブは、春野菜の農産物
展示品評会を開催します。
日時　５月13日㈮　９:00～
会場　市役所議会棟下
出品受付　当日８:00～９:00
　※品評会出品物を、審査終了後　
　　10:30頃より販売します。
問合せ　産業振興課内農研クラブ
　連絡協議会事務局　内線 2761･2762

知的障がい者（児）南河内レクリエーション大会
　大阪府立金剛コロニーにて知的障がいのある方を対象としてゲームやオリエンテー
ションを実施します。参加には別途申込みが必要となります。
日時　６月４日㈯　10:00 ～14:30　※市役所別館 正面玄関に９:00に集合・出発。
　　　市のマイクロバスで会場まで送迎します。15:00頃市役所で解散
場所　大阪府立金剛コロニー セルプ広場（雨天時は金剛コロニー内にある体育館）
対象　市内に居住される知的障がいのある方およびその家族、支援者
費用　大人500円（小学生以上）　幼児無料　　
持物　飲み物、上履き　※昼食は、カレーライスをご用意しています。
主催　南河内レクリエーション大会実行委員会事務局　
　　　大阪府立金剛コロニー内もみのき寮　☎ 0721-34-2149
定員　25人（定員になりしだい締め切らせていただきます。）
　　　※定員には家族または支援者も含みます。
申込　はがき、または封書にて全員の氏名、性別、年齢、住所、連絡先を明記の上、　
　　下記の申し込み先へお申込みいただくか、直接窓口までお申し込み願います。
　　　〒583-8585（住所記入不要）
　　　羽曳野市福祉支援課南河内レクリエーション窓口（市役所別館１階４番窓口）
問合せ　福祉支援課　総務担当　内線1211

ねこの相談引取窓口の変更について

　
平成 23 年４月１日から、ねこの相談引取窓口が、犬・ねこの相談室藤井寺

分室（食の安全推進課藤井寺分室）に変更となっています。

引取日時 ： 月・水曜日　９:30～12:00（祝日、12月29日～１月３日は除く）
　　　　　※詳しくは、お近くの相談室にお問い合わせください。
問合せ：犬・ねこの相談室藤井寺分室　☎937-1101
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催　し

看護の日感謝祭のお知らせ
日時　５月10日㈫　９:00～12:00
場所　豊川病院　　費用　無料
内容　「口腔乾燥症について」
　講師　歯科医師　市川英三郎 氏
　血圧測定、検尿、体脂肪測定、
　縁日（輪なげなど）、貼り絵講習
　※ご来院の際は送迎バスをご利用
　　ください。
問合せ　豊川病院　☎ 939-8561

平成23年度　農とみどりの探検隊の募集について
　「日本の棚田百選」に選ばれている棚田で、田植えから稲刈りまでの一連の米づ
くり体験と、農空間でのさまざまな自然体験を行います。
日時　①６月５日㈰　活動概要説明・田植えなど　雨天決行　
　　　②８月７日㈰　かかしづくり　雨天決行　
　　　③10月２日㈰　稲刈りなど　※予備日９日㈰
　　　④11月12日㈯　収穫祭・活動報告まとめなど　※予備日13日㈰
　　　※参加者･保護者を対象にした説明会は第１回活動時に実施します。
　　　※各日程とも９:00 集合13:00頃解散予定です。
対象　南河内地域にお住まいの小学生　30人（できるだけ全４回参加可能な方）
　　　※以前に参加したことのある方を除く。
費用　2,000円（保険代・通信費・材料費など 全４回分）
場所　千早赤阪村下赤阪地区の水田およびその周辺（集合解散 千早赤阪村役場ほか）
　　　※集合場所や時間、持ち物など詳細については、参加決定者に案内を送付します。
協力　下赤阪棚田の会、千早赤阪村
申込　所定の申込書と返信用切手 80円を同封し、事務局までお送りください。
　　　５月９日㈪～16日㈪必着です。期間外の申し込みは無効となります。
　　　※電話での応募は不可。※応募者多数の場合は、抽選により参加者を決定します。
　　　※申込書は、南河内府民センターにて配布または、大阪府南河内農と緑の
　　　　総合事務所ウェブサイトよりダウンロードできます。
　　　〒584-0031富田林市寿町２-６-１
　　　大阪府南河内農と緑の総合事務所内　農とみどりの探検隊サポーターの会  事務局
　　　http://www1.odn.ne.jp/afn-minamikawach/
問合せ　☎ 0721-25-1131　内線 214（担当 吉田）

平成23年　春の全国交通安全運動について
　今年の「春の全国交通安全運動」期間は、統一地方選挙にともない、１カ月遅
れの５月11日㈬～20日㈮となります。また、この期間中に下記の催しを開催します。
○平成 23 年「春の交通安全市民大会」の開催
　当日は、羽曳野市をはじめ藤井寺市・羽曳野警察署ならびに交通安全協会等、
多数の関係団体の参加に加え、「交通事故ゼロ運動」で優秀な成績を収められまし
た市内小学校と地域に対して表彰を執り行う予定です。
　市民が【安心・安全・快適】に暮らせる街づくりの実現に向けてより深く「交通安全」
の大切さを認識し、皆さんと共に啓発していきましょう。
　日時　５月12日㈭　14:00～　場所　はびきのコロセアム
○平成 23 年「交通安全街頭キャンペーン」の実施
　羽曳野市では、交通安全を呼びかける街頭キャンペーンを『春の全国交通安全
運動』期間中の５月17日㈫に近鉄高鷲駅前と高鷲南小学校および高鷲南幼稚園
で行います。当日は、羽曳野市長、羽曳野警察署長をはじめ大勢の方々の参加のもと、
「交通ルールの徹底」と「交通マナー」の向上を呼びかける予定です。

ミニミニ運動会
主催 はびきの障害児者スポーツクラブ
日時　５月15日㈰　９:30～11:30
場所　市民体育館（西浦）
持物　上靴、タオル、水筒など
内容　ラケットリレー、ボール入れ、
　パン食い競争など行ないます。
　その後は自由に軽スポーツで楽し
　んでください。
　※ボールプール、トランポリンもあります。
申込・問合せ　谷　☎ 958-1391（夜間）
　※原則として母子参加でお願いします。

第47回 高鷲こどもまつり
　子どもたち、親子で、休日を楽しく
過ごしましょう。皆さんの参加をお待
ちしています。
日時　６月５日㈰　９:30～15:00
場所　高鷲学園グラウンド
　　　高鷲保育園園庭
内容　中央舞台、手作りおもちゃ、
　フワフワトランポリンなどの「こども
の広場」飲食物の模擬店やバザー
問合せ　高鷲こどもまつり事務局
　高鷲学園　板東　☎ 953-3881
　高鷲保育園　吉永　☎ 953-3883

広 

告
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はびきのコロセアム
５月の主な行事予定

日 程 会 場 内 容

１日㈰
 メイン

大阪高等学校バスケットボール
選手権大会兼インターハイ予選

サブ

５日㈷
 メイン

市民フェスティバル
サブ

７日㈯
 メイン 

大阪高等学校バスケットボール
選手権大会兼インターハイ予選

サブ

８日㈰  メイン 母の日ファミリーバレーボール大会

11日㈬ サブ 卓球連盟　ウーマンリー大会

13日㈮  サブ
全日本学生個人
ウエイトリフティング選手権大会

14日㈯  サブ
全日本学生個人
ウエイトリフティング選手権大会

15日㈰
 メイン 卓球連盟　ランク別リーグ戦

サブ
全日本学生個人
ウエイトリフティング選手権大会

22日㈰ サブ 東関西大会2011（武心會）

27日㈮ サブ 卓球連盟　レイディング大会（ラージボール）

29日㈰ サブ 卓球連盟　レイディング大会（硬式）

　第 32 回羽曳野市民総合体育大会（羽曳野市・市教育委員会・市体育協会・
市中学校体育連盟主催）は、８月 29 日から平成 23 年３月 19 日まで 10
種目に分かれて、はびきのコロセアムや駒ヶ谷テニスコート、石川スポーツ
公園などで熱戦が繰り広げらました。２月、３月中に行われた競技の入賞者
の皆様を紹介します。（敬称略）

種 目 部 門 性 別 優 勝 準優勝 ３ 位 ３ 位

ソフトテニス
（ダブルス）

中学生

男子
蒲生　健太 吉澤　武 山﨑　雄斗 山田　善太

稲垣　晃太 南谷　将太郎 坪井　滉介 高田　和樹

女子
長尾　亜希 三好　夏未 内海　里緒 田中　杏果

宇谷　菖 三谷　優依 今西　珠莉彩 古海江　怜

バレーボール 高校・一般
男子

デルフィーノ
ジュニア

池田組Ａ ― ―

女子 高鷲クラブ Ｃｌｕｔｃｈ ― ―

サッカー 中学生 男子 峰塚中学校 誉田中学校 河原城中学校 ―

バスケット
ボール

高校・一般
男子 ＥＬ．ＤＲＡＧＯＮ ＷＯＬＶＥＳ

strawberry 
shake

阿修羅

女子 Green Gorilla Free Style Ｐｅ－Ｐｅ－ ＴＥＢＡ

 第３２回 市民総合体育大会

第30回羽曳野市長杯ゲートボール大会
日時　５月25日㈬　8:00 受付
　※予備日26日㈭
会場　陵南の森運動広場
対象　羽曳野市民であること
チーム編成　１チーム５人以上７人以内
　男女構成比は自由
申込　５月９日㈪までにスポーツ振
　興課に所定の用紙を提出。
　※５月18日㈬13:30に市役所別
　　館３階で抽選会を行います。
　　 （スポーツ振興課　内線 4412）

羽曳野市卓球連盟
　ランク別リーグ戦の参加者募集
日時　５月15 日㈰　９:00 ～
会場　はびきのコロセアム
種目　男女シングルス
費用　1,500 円
申込　５月４日㈷までに木本へ（先着順）
　　　ＦＡＸ 953-4639

市民プールアルバイト募集
　希望者は、履歴書（３カ月以内に撮
影した写真添付）および身分を証明出
来る物を持参して、市民体育館（西浦）
事務所までお越しください。
対象　18歳から（高校生を除く）
期間　７月10日㈰～８月31日㈬
勤務時間　９:00～18:00
申込　５月１日㈰～27日㈮
　※�７月２日㈯12:00 ～18:00 のプー

ル説明会および救急救命講習会など
の出席が無ければ採用できません。

問合せ　市民体育館（西浦）　
　☎ 958-2340

市施設管理公社主催　平成23年度
第１回ヤングシルバー卓球大会
日時　６月８日㈬　受付９:00～
会場　市民体育館（西浦）
部門　60歳以上の男・女別 個人戦
資格　60歳以上の男・女
　（市民大会入賞者を除く、市外の方
    でも参加可能）
定員　男性15人、女性15人　
　計30人程度（先着順）
費用　1,000円（保険料含む）
申込　市民体育館（西浦）ファクス可
　５月８日㈰～６月１日㈬
　※先着順で定員になりしだい締め
　　切ります。
問合せ　市民体育館（西浦）　
　☎ 958-2340　ＦＡＸ 958-3614

羽曳野市テニス連盟主催
第38回連盟大会　参加者募集
日時　男子　５月29日㈰ ９:00 ～
　　　女子　６月５日㈰ ９:00 ～
　※雨天共通予備日 ６月12日㈰
会場　駒ヶ谷テニスコート
対象　市内在住・在勤の方（学生を除く）
費用　１組3,000円
　（連盟加盟団体所属の方は2,500 円）
申込　５月13日㈮までにスポーツ振
　興課、はびきのコロセアム、市民体
　育館（西浦）へ
問合せ　松井　☎ 956-6957
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相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約 ・ そ　の　他

法律相談

10日 ･17日・
24日 ･31日 ㈫

13:30〜 16:30

市役所  １階 市民相談室 開催日の前週の金曜日（金曜日が祝日の場合は木曜日）、
９:00 から専用電話にて先着順で予約を受付けます。
専用電話（☎ 957-4000） 
1 日あたり定員８人。相談時間は 20分。
※初めての相談者を優先とさせていただきます。12日・19日㈭ 陵南の森総合センター

行政相談 11日㈬ 13:00〜 15:00 市役所  １階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

人権相談 20日㈮ 14:00～ 16:00 陵南の森総合センター 予約不要。直接お越しください。

女性相談
（第４水曜日）

25日㈬ 13:30〜 16:30 市役所  １階 市民相談室（電話・面接） 離婚、介護、子育ての悩み、女性の身体や性に関する悩みなど。
予約は随時受付けます。（☎ 958-1111　内線 1055）

消費生活相談
毎週㈪㈬㈮
［㈷は除く］

10:00〜 16:00
※㈬は15:00まで

市役所  ２階 消費生活相談室 まずは電話でご相談ください。（☎ 958-1111　内線 2780）

障害者生活相談

毎日

［㈯㈰㈷は除く］

９:00〜 17:30 障害者総合支援センターはる 身体または知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関する
ご相談。（☎ 957-1607　 ＦＡＸ 957-1604）

８:45〜 17:00 地域支援センターばんびーの 18歳未満の障がい児の方のご相談。（☎950-1530　ＦＡＸ 950-1531）

９:00〜 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。（☎ 953-0519　ＦＡＸ 953-0567）

毎日
［㈯㈰㈷年末年始は除く］

９:00〜 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。（☎ 957-2175　FAX 957-2176）

障害者雇用相談 19日㈭ 13:00～ 17:00 市役所別館  １階 相談室 福祉支援課に予約。(☎ 958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 957-1238）

育児相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00〜 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。（☎ 956-1000）

教育相談 ６日・20日㈮ 10:00〜 16:00 青少年児童センター 電話でも相談可能。（☎ 952-0032）

教育相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
10:00〜 16:00 教育研究所（LICはびきの内） まずは電話でご相談ください。（☎ 958-7867）

家庭児童相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00〜 17:00 市役所別館  子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 958-1111　内線 1250）

ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 ９:00〜 17:00 市役所別館  子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 958-1111　内線 1224）

育児・子育て・
児童相談

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00〜 17:00
子育て支援センター
ふるいち ・ むかいの

予約不要。直接お越しください。
電話相談はふるいちのみです。 （☎ 958-3308）

総合相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00〜 17:00 人権文化センター

人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または直接
お越しください。（地域人権協議会　☎ 937-0860）

若者自立の
ための無料相談

20日㈮ 14:00～ 17:00 市民会館  ３階 第５会議室
まずお電話でご相談ください。
（学校法人神須学園　☎ 0744-44-2055)

心配ごと相談

東部地域
19日㈭

13:00〜 16:00
市役所別館  ２階 ボランティアセンター

予約不要。直接お越しください。民生委員の皆さんが、あらゆる
ご相談に応じます。（社会福祉協議会　☎ 958-2315）西部地域

12日・26日㈭
社会福祉協議会 西部事務所

ボランティア相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00〜 17:30 市役所別館  1階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

総合福祉相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00〜 17:30

市役所別館  1階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

社会福祉協議会 西部事務所 まずは電話でご相談ください。 （☎ 953-8067）

介護相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00〜 17:30 市役所別館  1階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

学習相談
毎日

［㈷は除く］
９:00〜 17:00 LICはびきの  １階 市民大学 （☎ 950-5503･ ＦＡＸ 950-5650) 市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 17日㈫ 13:00〜 16:00 市役所  ２階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着３人。（☎958-1111　農業委員会事務局まで）

地域就労相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00〜 17:00 地域就労支援センター

（人権文化センター内）

(☎ 937-0860) または直接お越しください。
※市役所地域就労支援センターでは、ハローワークインターネット
サービスによる情報提供もしておりますので、ご利用ください。
（羽曳野市地域就労支援センターでは就職斡旋を行っておりません。）

相　談 開　催　日 時　間 予　約  ・  そ　の　他
青少年相談コーナー

（16～おおむね25歳）
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもり等）を専

門の担当者がお受けします。（☎0721-25-1172）

青少年本人専用相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
16:00〜 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06-6946-0003）とEメール（ssl@yso.or.jp）でお受けします。

５月の相談の日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）
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市民のページ 市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

小児鍼の話と体験会
　はじめに小児鍼の解かりやすいお
話があります。
日時　５月19日㈭  13:30 ～15:00
会場　保健センター ２階 
　予防接種ホール（当日申し込み）
問合せ　はびきの鍼灸マッサージ師協会
　☎ 958-5764

スイーツデコ・ねんどアートの
「ふわふわ工房」てづくりいち
　オリジナルのスイーツデコを作って
みませんか。
日時　６月26日㈰、７月31日㈰
　10:00 ～16:00
場所　ＬＩＣはびきの１階 アトリウム
問合せ　サコ　090-1966-8215
　http://blog.livedoor.jp/cafe_honey/

アロハアイナ ＬＩＣはびきの教室
ハワイアンフラ無料体験
日時　５月26日㈭
　49 歳まで　９:00～10:30
　50 歳まで　10:30 ～12:00
場所　ＬＩＣはびきの ２階 交流ギャラリー
問合せ　アロハアイナ主宰　智栄カフリ近藤
　☎ 090-5648-4638

カンフー扇教室　無料体験
日時　５月２日㈪・９日㈪
　10:30 ～11:30
会場　ＬＩＣはびきの ２階 交流ギャラリー
　※５月23日㈪より新たにスタート
問合せ　安田   080-5350-5801
   donjao525@ezweb.ne.jp

外壁塗装無料講座
　一級塗装技能士による外壁塗装で
失敗しないための講座です。
日時　５月10日㈫・18日㈬・
　26日㈭　10:00 ～12:00
場所　ＬＩＣはびきの ３階 セミナー室Ａ
問合せ　主催 南大阪ペイントセンター
　http://www.my-painter.com/
　☎ 072-337-0505

第12回羽美協会員展（洋画）
　油彩、水彩、ガッシュ、アクリル、
パステル、出品作品約150点。
日時　５月14日㈯～17日㈫
　９:30～21:00（最終日は16:00まで）
会場　ＬＩＣはびきの１階アトリウム
問合せ　浅田　☎ 958-8371

使い道、累計などについては、
市ウェブサイトをご覧ください。

ふるさと納税  ありがとうございます。
北橋　数弘　様
高崎　政勝　様

第９回 羽曳野写真連盟 合同展
日時　５月20日㈮～26日㈭
場所　ＬＩＣはびきの １階 アトリウム
問合せ　事務局 花本  ☎ 956-4578

親子ふれ愛（ふろ愛）

　保護者同伴の子ども（小学生以
下）の市内銭湯無料入浴デー。
ふれあいを大切に…。
　近所のおじさん、おばさんと同
伴でもいいよ。
※ただし、日曜日が休業の場合は前日
　の土曜日です。

   

５月 １・８・15・22・29 日㈰ 空手道教室生徒募集
　幼児から大人まで、初心者・経験者
にかかわらず気軽にご見学ください。
主催　市体育協会空手道連盟
　（剛術流空手道日本修誠館）
日時　毎週火・金曜日
　幼児・小学生　18:30 ～20:00
　中学生以上　19:30 ～21:00
場所　埴生小学校体育館
問合せ　同連盟　森本　☎ 953-7790

市民の皆さんの趣味の欄です
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　俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していない方を優先
していますので、ご了承ください。また、投稿の際は、ふりがな、住所、電話番号も添えてください。  
※俳句・川柳などにもふりがなをお願いします。
                                    　（あて先）〒583-8585　羽曳野市役所　秘書課広報担当
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〒583-8585　羽曳野市誉田4-1-1
羽曳野市議会事務局　℡.072-958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp/17gikai/index.html
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１　 　　3月定例会
       　　議案審議
             編集委員会より
２～６ 　各会派代表質疑
            
　　　　

平
成
23
年
第
1
回
定
例
会
報
告

　

市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る

　
　

各
会
派
代
表
に
よ
る
質
疑

1

○
条
例
制
定
及
び
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例
や
公
園
条
例
・
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
な
ど
７
件
の
条
例
を
可
決
し

ま
し
た
。

○
議
員
提
出
議
案
を
可
決

　

次
回
の
一
般
選
挙
よ
り
本
市
議
会
議
員
定
数

を
20
名
か
ら
18
名
と
す
る
議
員
定
数
条
例
の
一

部
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
平
成
22
年
度
各
補
正
予
算
を
可
決

　

一
般
会
計
で
は
、
補
正
７
号
が
上
程
さ
れ
、

1
億
3
5
2
3
万
円
を
増
額
補
正
し
、
総
額

4
0
7
億
7
3
0
9
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
保
、
と
畜
場
、
財
産
区
、
公
共
下
水
道
、

介
護
保
険
、
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
事
業
、
土
地

取
得
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
特
別
会
計
と
水
道

事
業
会
計
の
各
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
平
成
23
年
度
各
当
初
予
算
を
可
決

 

一
般
会
計
で
は
、
総
額
3
7
5
億 

4
1
0
6
万
6
千
円
、
前
年
度
比
5.1
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
特
別
会
計

と
水
道
事
業
会
計
も
併
せ
ま
す
と
、
総
額

7
2
7
億
3
3
3
8
万
円
、
前
年
度
比
2.7
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

○
報
告
・
請
願
・
議
案
・
意
見
書
・
決
議
等
の

詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

議
案
審
議

3
月
定
例
会

　

平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
28
日

か
ら
３
月
30
日
ま
で
31
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
施
政
方
針
に
対
す
る
５

会
派
の
代
表
質
疑
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改

正
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計

の
補
正
予
算
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
・
各

特
別
会
計
、
請
願
、
意
見
書
案
、
決
議
案
な

ど
40
件
の
案
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

な
お
、
そ
の
う
ち
18
件
の
案
件
が
各
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
10
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
、
代
表
質

疑
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。

編
集
委
員
会
よ
り

　

こ
の
度
の
大
規
模
な
震
災
に
よ
り
尊
い

人
命
を
失
わ
れ
た
方
々
に
深
い
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
被
害
を
受
け
ら
れ

た
皆
さ
ま
及
び
ご
家
族
の
方
々
に
、
謹
ん

で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
一

日
も
早
い
復
興
と
皆
さ
ま
の
ご
健
康
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
月
号
は
主
に
３
月
定
例
会
に
お
い
て

市
長
よ
り
発
表
さ
れ
た
本
年
度
施
政
方
針

に
対
す
る
各
会
派
の
代
表
質
疑
の
内
容
に

つ
い
て
要
点
を
絞
り
掲
載
し
、
一
般
質
問

及
び
各
常
任
委
員
会
報
告
等
は
次
回
６
月

号
に
て
掲
載
致
し
ま
す
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
　

田
仲　

基
一　
　

金
銅　

宏
親

　
　

秋
田　

栄
一　
　

松
村　

尚
子

　
　

嶋
田　
　

丘　
　

笹
井
喜
世
子　
　

　
　

岩
田
賢
二
郎

　去る３月１１日、 宮城県三陸沖で発生したマグニ

チュード 9.0 の 「東北地方太平洋沖地震」 は国

内観測史上最大のものであり、 東北から関東にか

けての太平洋沿岸地域に巨大津波を引き起こし、

多数の死者 ・ 行方不明者を出す大惨事となりまし

た。 ここに被災された皆様に心よりお見舞い申し上

げますとともに、不幸にしてお亡くなりになられた方々

に、 謹んで哀悼の意を表します。

　市議会として、 直ちに被災者の皆様へ５０万円の

義援金送付を決定しました。

　また本定例会において、 政府に対し被害の実態

を的確に把握し、 行方不明者の捜索、 福島原発

における事故などの二次災害の発生への万全の対

策、 仮設住宅設置など生活再建支援対策、 上

下水道、 生活道路、 鉄道等のライフラインなどの

早期復旧へ万全の措置を講じ、 災害復旧事業、

災害救助活動等に伴う経費について、 早急に措

置されることを強く要望するとともに、 羽曳野市議

会はその活動に対し、 あらゆる支援を惜しまないこと

を全会一致で決議しました。
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金
銅
　
宏
親
（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
ら
い
）

《
安
定
と
新
た
な

羽
曳
野
づ
く
り
に

つ
い
て
》

●
質
疑　

①
生
活

保
護
費
の
扶
助
費

の
増
加
が
、
当
市

の
貴
重
な
財
源
で
あ
る
市
税
収
入
の
伸
び
を

大
き
く
上
回
り
、
市
の
財
政
へ
の
影
響
が
大

変
懸
念
さ
れ
る
が
、ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

②
市
長
が
施
政
方
針
で
も
述
べ
ら
れ
た
「
羽

曳
野
市
政
の
主
役
は
市
民
で
あ
る
」
の
言
葉

を
踏
ま
え
、
市
長
は
地
域
主
権
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
考
え
ら
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、羽
曳
野
市
の
特
性
を
生
か
し
て
、

広
域
的
に
羽
曳
野
市
が
リ
ー
ド
し
て
い
く
考

え
は
な
い
の
か
。

●
市
長　

①
生
活
保
護
費
の
扶
助
費
に
つ
い

て
は
年
々
増
加
し
、
市
の
根
本
的
な
財
源
で

あ
る
税
収
入
の
伸
び
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
生
活
保
護
の
シ
ス
テ

ム
は
、
ま
だ
ま
だ
改
善
す
る
余
地
が
あ
り
、

適
切
な
業
務
の
執
行
体
制
の
も
と
で
適
切
な

補
助
が
行
え
る
よ
う
に
、
そ
の
対
策
を
講
じ

た
い
。
②
地
域
主
権
の
実
現
は
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
、み
ず
か
ら
の
責
任
と
判
断
で
、

住
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
の
メ
リ
ッ

ト
を
第
一
番
に
考
え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
に
幅
広
く
考
え
て
い
き

た
い
。
市
町
村
単
独
で
行
う
こ
と
が
難
し
い

課
題
に
つ
い
て
は
、
広
域
で
取
り
組
む
必
要

も
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
や
救
急
医
療
な
ど
、
で
き
る
限
り
近
隣

市
町
村
と
も
綿
密
な
連
携
を
も
ち
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
よ
り
一
層
の
広
域
連
合
、
広
域
の

連
携
の
取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
他
の
市
町
村
に
な
い
当
市

の
特
性
、
強
み
を
生
か
し
、
広
域
連
携
も
深

め
、
損
得
で
は
な
く
、
必
要
性
の
観
点
か
ら

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
要
望　

将
来
の
羽
曳
野
市
を
考
え
、
年
々

増
え
続
け
る
民
生
費
、
生
活
保
護
費
の
扶
助

費
の
過
剰
な
増
加
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
に

は
、
知
恵
と
工
夫
が
大
切
で
、
市
独
自
の
対

策
が
必
要
な
時
期
に
突
入
し
て
い
る
。
市
単

独
と
い
う
の
は
大
変
困
難
だ
と
思
わ
れ
る
の

で
、
広
域
連
合
、
広
域
連
携
を
視
野
に
入
れ
、

早
急
に
検
討
し
、
行
動
を
起
こ
し
て
い
た
だ

く
よ
う
要
望
す
る
。
地
域
主
権
に
つ
い
て
は
、

本
当
に
市
民
の
皆
様
が
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な

権
限
移
譲
及
び
財
源
の
確
保
、
そ
し
て
地
方

や
地
域
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
市
長
が

先
頭
に
立
ち
、
他
市
町
村
に
お
く
れ
を
と
ら

な
い
よ
う
に
、
羽
曳
野
市
が
他
市
を
リ
ー
ド

で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

①
古
市
駅
周
辺
の
整
備
、
②
公
共

施
設
の
統
合
に
よ
る
（
仮
称
）
古
市
複
合
館

の
整
備
に
つ
い
て
。

●
市
長　

①
平
成
23
年
度
中
に
古
市
駅
東
広

場
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
憩
い
、
に
ぎ
わ

い
の
場
を
創
出
す
る
。
ま
た
鉄
道
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
を
図
れ
る
も
の
と
思
う
。
②

あ
わ
せ
て
（
仮
称
）
古
市
複
合
館
も
整
備
を

す
る
の
で
、
次
代
を
担
う
子
供
を
は
ぐ
く
む

ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

思
う
。
特
に
、
懸
案
で
あ
っ
た
古
市
図
書
館
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
る
い
ち
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー
の
耐
震
等
の
問
題
も
、
こ
の
複
合

館
の
建
設
で
一
挙
に
解
消
さ
れ
る
と
思
っ
て

い
る
。
建
設
場
所
は
、
古
市
幼
稚
園
の
北
側

の
空
き
地
の
市
有
地
を
予
定
し
て
い
る
。
施

設
規
模
に
つ
い
て
は
、
鉄
骨
づ
く
り
で
、
１

階
が
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
２
階
が
図
書

室
と
青
少
年
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
芝
生
と
低
木
に
よ
る
屋
上
緑
化
を
予
定

し
て
い
る
。
外
観
に
つ
い
て
も
、
周
囲
の
町

並
み
に
調
和
す
る
よ
う
な
形
で
の
建
物
を
計

画
し
て
い
る
。

●
要
望　

公
共
施
設
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

当
市
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
中
、
社
会

情
勢
を
勘
案
し
、
市
民
が
真
か
ら
望
む
サ
ー

ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す

る
。

《
子
供
の
育
成
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

①
教
育
環
境
の
教
育
施
設
つ
い
て

誉
田
中
学
校
の
新
築
建
て
か
え
設
計
の
具
体

的
な
構
想
は
。
②
幼
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い

て
、
一
貫
教
育
に
は
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上

で
実
施
さ
れ
る
と
思
う
が
、
実
績
を
踏
ま
え

た
具
体
的
な
考
え
を
聞
き
た
い
。

●
市
長　

①
誉
田
中
学
校
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
敷
地
の
中
で
新
築
建
て
か
え
を

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。
コ
ン
パ
ク
ト

に
で
き
る
だ
け
敷
地
の
中
で
空
間
を
と
り
、

運
動
広
場
が
と
れ
る
よ
う
な
形
で
の
建
物
を

考
え
て
い
る
。
世
界
遺
産
の
登
録
を
目
指
し

て
お
り
、
応
神
御
陵
に
合
っ
た
景
観
と
い
う

の
に
も
十
分
取
り
入
れ
た
和
風
の
校
舎
を
現

在
計
画
し
て
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ

い
て
検
討
し
、
議
会
、
地
域
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
お
示
し
し
、
ご
意
見
を
お
聞
き
き
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
基
本
設

計
し
、
基
本
設
計
が
終
わ
り
次
第
、
実
施
設

計
、
そ
し
て
少
な
く
と
も
２
、３
年
後
に
は

工
事
に
着
手
で
き
る
よ
う
に
全
力
を
挙
げ

る
。
②
全
中
学
校
区
で
11
年
間
の
一
貫
し
た

教
育
を
実
施
す
る
こ
と
が
市
教
委
で
決
定
さ

れ
、
こ
の
連
携
に
よ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
一
貫

教
育
が
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
自
身

も
考
え
る
。
こ
の
一
貫
教
育
に
よ
っ
て
、
11

年
間
、
子
供
た
ち
の
成
長
過
程
が
見
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
に
確
か
な
学
力

と
豊
か
な
人
間
性
が
は
ぐ
く
ま
れ
る
と
大
変

期
待
を
し
て
い
る
。
特
に
羽
曳
野
中
学
校
は

幼
・
小
・
中
と
い
う
形
で
同
一
敷
地
の
中
に

そ
の
施
設
が
あ
る
こ
と
を
、
ぜ
ひ
実
現
を
し

た
い
。
今
年
度
、
埴
生
幼
稚
園
を
羽
曳
野
中

学
校
の
中
で
建
築
を
し
、
そ
し
て
、
埴
生
小

学
校
が
羽
曳
野
中
学
校
の
中
で
学
べ
る
よ
う

施
設
の
改
善
ま
で
の
基
本
計
画
を
立
て
た
い

と
思
う
。
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
で
特

色
を
生
か
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
の
そ
の
施
策
を
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
要
望　

子
供
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
子
供

は
こ
れ
か
ら
の
次
代
を
担
う
大
切
な
国
の
宝

で
も
あ
る
。
教
育
施
設
の
整
備
は
、
充
実
し

た
教
育
を
行
う
上
で
の
大
切
な
環
境
づ
く
り

で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
と
核
家
族
化
な
ど
の

中
で
、
本
当
の
意
味
で
の
生
き
る
力
を
当
市

の
子
供
た
ち
に
は
ぐ
く
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
一
貫
教
育
に
お
い
て
は
、
安
心

し
て
学
べ
る
環
境
や
教
育
に
対
し
て
の
当
市

と
し
て
の
考
え
、
子
供
た
ち
を
愛
す
る
と
い

う
理
念
を
前
面
に
出
し
た
行
政
運
営
で
臨

み
、
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
の
両
面
で
、
羽

曳
野
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
他

市
に
誇
れ
る
教
育
施
設
及
び
人
材
育
成
に
全

力
を
傾
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。

【
そ
の
他
質
疑
】

①
将
来
の
駅
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　

駒
ヶ
谷
駅
前
、
恵
我
ノ
荘
駅
前

②
公
共
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て

　

教
育
施
設
及
び
庁
舎
本
館
、
市
民
会
館
等

③
今
後
の
道
路
網
構
想
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
道
路
、
国
道
、
府
道
、
市
道
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若
林
　
信
一
（
日
本
共
産
党
）

　

日
本
共
産
党

を
代
表
し
４
つ

の
テ
ー
マ
で
市

長
に
質
問
す
る
。

《
社
会
・
経
済
・

政
治
情
勢
と
市

民
の
生
活
実
態
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

菅
内
閣
が
今
進
め
よ
う
と
し
て
大

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
消
費
税
の
増
税

と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
い
わ
ゆ
る
環
太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
の
締
結
で
あ
る
。
ま
た
、
橋
下

知
事
は
、
大
阪
都
構
想
で
財
源
と
権
限
を
集

中
し
て
、
１
分
間
時
間
を
短
縮
す
る
の
に

６
０
０
億
円
も
使
う
高
速
道
路
や
高
速
鉄
道

を
つ
く
る
と
い
う
大
企
業
向
け
の
ム
ダ
な
大

型
開
発
を
進
め
、
一
方
、
府
民
に
は
国
民
健

康
保
険
料
の
大
幅
な
値
上
げ
や
府
営
住
宅
は

半
分
に
減
ら
す
な
ど
、
福
祉
や
暮
ら
し
を
切

り
捨
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
学
校
警
備
員
の

府
の
補
助
も
打
ち
切
ら
れ
る
。
消
費
税
の
増

税
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
広

域
化
と
府
営
住
宅
の
半
減
、
学
校
警
備
員
の

補
助
の
打
ち
切
り
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
市
民
の
生
活
実
態
は
、
貧
困
と

格
差
が
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
生
活
保
護
世
帯

は
、
11
年
間
で
２
倍
以
上
に
増
え
、
国
民
健

康
保
険
料
は
10
年
間
で
１
人
当
た
り
年
間
約

１
万
３
千
円
増
え
、
介
護
保
険
料
も
８
年
間

で
年
間
約
２
万
円
増
え
て
い
る
。
こ
う
い
う

市
民
の
生
活
実
態
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の

か
。

●
市
長　

消
費
税
の
税
制
と
社
会
保
障
へ
の

一
体
改
革
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
、
国
で
論

議
が
な
さ
れ
て
お
り
動
向
を
見
守
り
た
い
。

大
阪
都
構
想
は
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
は
、
よ
り
よ
い
制

度
に
な
る
よ
う
意
見
を
申
し
上
げ
て
い
く
。

府
営
住
宅
の
半
減
は
、
中
身
を
見
た
上
で
判

断
し
、
意
見
を
申
し
上
げ
る
。
学
校
警
備
員

の
補
助
の
打
ち
切
り
は
、
市
が
大
阪
府
の
肩

代
わ
り
を
す
る
つ
も
り
は
全
く
な
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

●
要
望　

今
で
も
厳
し
い
市
民
の
暮
ら
し
は

さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
て
い
く
。
市
長
は
、
国

の
消
費
税
の
増
税
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
、
大
阪

府
の
国
保
の
広
域
化
や
府
営
住
宅
の
半
減
問

題
は
、
き
っ
ぱ
り
と
反
対
す
る
態
度
で
は
な

い
。
住
民
の
暮
ら
し
の
立
場
に
立
っ
て
、
き

っ
ぱ
り
と
反
対
の
態
度
を
示
す
べ
き
で
あ

る
。

《
市
政
の
基
本
と
進
め
方
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

市
政
の
進
め
方
は
、
地
方
自
治
法

に
あ
る
よ
う
に
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
基
本
と
す
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

羽
曳
野
市
の
役
割
で
あ
る
住
民
の
福
祉
の
増

進
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。ま
た
、

国
や
府
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
や
住

民
負
担
に
は
、
反
対
の
態
度
を
示
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

●
市
長　

住
民
福
祉
の
増
進
は
、
地
方
公
共

団
体
の
存
立
の
第
一
義
的
目
的
で
あ
る
。
私

自
身
も
市
町
村
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
国
や
大
阪
府
の
対
処
は
、
市

の
行
財
政
運
営
に
影
響
の
及
ぼ
す
も
の
に

は
、
施
策
の
見
直
し
、
必
要
な
財
源
や
人
材

の
確
保
等
、
市
長
会
を
通
じ
て
働
き
か
け
て

い
く
。

●
要
望　

市
長
は
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

立
場
で
国
や
大
阪
府
に
対
応
す
べ
き
で
あ

る
。

《
行
財
政
運
営
と
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

財
政
健
全
化
計
画
は
、
小
泉
内
閣

の
と
き
に
国
が
地
方
自
治
体
に
命
令
を
し

て
つ
く
っ
た
も
の
で
、
現
在
も
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
心
は
人
員
を
減
ら

し
、
市
の
本
来
の
仕
事
を
民
営
化
す
る
こ
と

で
あ
る
。
平
成
22
年
度
か
ら
４
年
間
に
23
億

円
の
効
果
を
上
げ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
約
70
％
の
16
億
円
は
人
件
費
の
削
減
で

あ
る
。
ま
た
、
受
益
者
の
適
正
な
負
担
と
言

っ
て
、
こ
の
間
、
住
民
票
な
ど
交
付
手
数
料

の
引
き
上
げ
や
保
育
園
の
保
育
料
の
値
上
げ

な
ど
を
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
幼
稚
園
の
保

育
料
の
値
上
げ
、
下
水
道
使
用
料
も
昨
年
の

10
月
か
ら
９
％
値
上
げ
、
今
年
の
10
月
か
ら

18
％
、
来
年
の
10
月
か
ら
27
％
の
値
上
げ
を

し
、
住
民
に
新
た
な
負
担
を
押
し
付
け
て
い

る
。
職
員
の
削
減
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
再
検
討
し
、
福
祉
の
増
進
と
い
う
立
場
に

立
っ
た
市
政
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
税
収
を
増
や
す
手
立
て
は
、
雇
用
を
増

や
す
た
め
に
中
小
商
工
業
者
に
支
援
を
し
、

道
の
駅
事
業
で
は
、
営
業
関
係
者
に
駐
車
料

金
な
ど
の
応
分
の
負
担
を
行
う
こ
と
、
ム
ダ

な
同
和
関
連
事
業
は
き
っ
ぱ
り
と
止
め
る
こ

と
を
、
日
本
共
産
党
は
提
案
し
て
き
た
が
、

ど
う
考
え
る
の
か
。

●
市
長　

職
員
数
や
給
与
を
削
減
し
な
い

と
、
大
き
な
財
政
健
全
化
の
効
果
が
得
ら
れ

な
い
。
下
水
道
使
用
料
、
幼
稚
園
保
育
料
の

改
正
は
実
施
を
す
る
。
そ
れ
以
外
は
、
税
金

で
ど
こ
ま
で
負
担
す
べ
き
か
適
正
な
受
益
者

負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い

く
。
中
小
商
工
業
者
の
主
な
支
援
と
し
て
事

業
資
金
の
融
資
が
あ
り
、
本
市
で
多
く
利

用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
大
阪
府
の
経
営
安
定

化
対
策
融
資
制
度
で
あ
る
。
道
の
駅
の
営
業

関
係
者
へ
の
駐
車
料
金
な
ど
の
応
分
の
負
担

は
、
長
期
間
の
減
価
償
却
期
間
を
設
定
し
て

お
り
、
一
定
の
め
ど
が
つ
く
と
思
わ
れ
る
時

期
に
進
言
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

職
員
や
給
与
の
削
減
は
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
に
な
り
、
福
祉
の
増
進

に
逆
行
す
る
。
財
政
健
全
化
計
画
は
、
社
会

福
祉
費
は
見
直
し
て
低
く
抑
え
る
と
い
う
大

阪
府
と
同
じ
よ
う
な
姿
勢
を
持
っ
て
い
る

が
、
福
祉
の
後
退
で
は
な
い
か
。
福
祉
の

増
進
と
い
う
基
本
の
立
場
に
立
っ
て
真
の

行
財
政
や
財
政
健
全
化
を
す
べ
き
で
あ
る
。

《
切
実
な
住
民
要
望
の
実
現
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

日
本
共
産
党
が
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
も
と
に
昨
年
市
長
に
予
算
要
望
書
を

提
出
し
た
が
、
重
要
な
も
の
と
し
て
①
雇

用
の
安
定
、
暮
ら
し
や
営
業
を
守
る
こ
と
、

②
市
民
の
健
康
・
福
祉
・
社
会
保
障
を
最

優
先
に
、
③
教
育
条
件
の
整
備
、
④
安
全
・

安
心
、
快
適
で
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
、
⑤

世
界
文
化
遺
産
登
録
の
推
進
、
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
の
か
。

●
市
長　

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
助
成
制

度
は
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。
②
３
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
助
成
は
、
23
年
度

で
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

１
割
は
自
己
負
担
を
お
願
い
す
る
。
国
保

の
引
き
上
げ
は
適
正
に
設
定
す
る
。
介
護

保
険
料
は
、
保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
す
る

方
向
で
検
討
す
る
。
③
35
人
学
級
の
実
施

は
、
市
独
自
の
加
配
教
員
を
配
置
す
る
の
は

非
常
に
難
し
い
。
教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、

扇
風
機
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
暑
さ
対
策
を
進
め
て
い
く
。
④
公
共

料
金
は
値
上
げ
が
な
い
よ
う
最
大
限
の
努

力
を
す
る
。
⑤
今
後
は
古
市
古
墳
群
の
保

存
、
管
理
計
画
の
策
定
と
あ
わ
せ
、
大
阪
府
・

藤
井
寺
市
と
協
力
し
、
整
備
目
標
を
検
討

す
る
。

●
要
望　

切
実
な
住
民
要
望
も
、
福
祉
の

増
進
と
い
う
立
場
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

《
公
正
・
民
主
的
な
市
政
と
憲
法
を
守
り
平

和
運
動
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
》

●
要
望　

市
民
や
議
会
の
声
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
ム
ダ
を
削
る
と
い
う
な
ら
、
同

和
関
連
事
業
は
、
少
な
く
と
も
人
権
文
化

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事
業
は
直
ち
に
廃
止
を

す
べ
き
で
あ
る
。
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田
仲
　
基
一
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
南
阪
奈
道
路
沿

道
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

沿
道
一

帯
に
は
府
立
食
と

緑
の
技
術
セ
ン
タ

ー
と
農
林
大
学
校

が
あ
り
、
多
く
の
田
畑
と
道
の
駅
し
ら
と
り

の
郷
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
結
べ
ば
食
に
関
わ

る
研
究
、
生
産
、
販
売
を
一
元
化
し
た
食
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
誕
生
す
る
。
さ
ら
な
る
事

業
主
体
の
誘
致
で
、
羽
曳
野
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

沿
道
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
考
え
る
が
現
状
と

今
後
の
見
通
し
は
。

●
市
長　

沿
道
一
帯
の
石
川
よ
り
西
側
と
外

環
状
線
は
、
平
成
20
年
４
月
に
府
知
事
よ
り

路
線
の
指
定
を
受
け
、
小
売
店
舗
が
建
築
可

能
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
ま
だ
立
地
に
至

っ
て
い
な
い
。
積
極
的
に
商
業
系
立
地
の
誘

導
に
努
め
、
市
民
が
便
利
に
生
活
を
営
め
る

よ
う
、
沿
道
が
賑
わ
う
よ
う
に
努
め
て
ゆ
く
。

《
再
任
用
職
員
の
担
い
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

再
任
用
職
員
が
十
分
生
か
さ
れ
て

い
な
い
。
民
間
で
も
団
塊
の
世
代
の
退
職
に

よ
っ
て
専
門
技
術
の
継
承
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の

空
洞
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

当
市
も
同
じ
。
現
在
の
再
任
用
職
員
の
割
合

は
。

●
市
長　

再
任
用
職
員
の
数
は
４
月
１
日

現
在
で
86
名
に
な
る
。
こ
れ
は
正
規
職
員

６
４
６
名
の
約
１
割
強
に
当
た
る
。
指
摘
の

と
お
り
、
そ
の
知
識
と
経
験
を
活
用
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

●
提
言　

各
小
学
校
に
市
民
の
声
や
地
域
の

苦
し
み
を
直
接
聞
く
場
所
を
設
け
、
再
任
用

職
員
が
常
駐
し
地
域
住
民
に
よ
る
学
校
安
全

員
と
と
も
に
そ
の
経
験
を
生
か
し
行
政
の
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
市
民
に
適
切
な
助
言

を
行
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
り
、
地
域

活
動
の
円
滑
化
に
活
用
す
る
こ
と
で
市
民
に

と
っ
て
は
身
近
な
相
談
窓
口
が
で
き
、
行
政

に
と
っ
て
も
市
民
の
直
接
の
声
を
く
み
上
げ

る
パ
イ
プ
が
で
き
上
が
り
施
策
を
お
ろ
す
場

合
に
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
市
長　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
に

は
、
ま
ず
市
民
の
声
を
よ
く
聞
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
私
も
同
感
で
あ
る
。
行
政
が
地

域
の
中
で
拠
点
を
持
ち
積
極
的
に
地
域
の
声

を
聞
い
た
り
、
相
談
に
乗
っ
た
り
す
る
こ
と

は
、
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
。
そ
の
業
務
に

経
験
豊
か
な
再
任
用
職
員
を
活
用
す
る
と
い

う
ご
意
見
を
も
ら
っ
た
。
き
め
細
や
か
な
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
今
後
検
討

を
し
、
実
践
し
て
い
き
た
い
。

《
雇
用
の
拡
大
を
》

●
質
疑　

そ
こ
で
生
ま
れ
、
働
き
、
子
育
て

し
、
生
き
生
き
と
し
た
老
後
を
送
れ
る
コ
ン

パ
ク
ト
で
自
己
完
結
し
た
自
治
体
を
目
指
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
で
も
市
内
の
雇
用

は
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
喫
緊
の
課

題
。
当
市
の
財
産
を
生
か
し
た
雇
用
の
拡
大

に
は
戦
略
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

●
市
長　

本
市
の
歴
史
資
源
、
自
然
、
農
産

物
な
ど
を
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り

た
い
。
ま
た
本
年
度
に
は
庁
内
検
討
会
議
を

立
ち
上
げ
、
観
光
産
業
振
興
計
画
策
定
に
向

け
て
府
や
関
係
団
体
と
連
携
し
進
め
た
い
。

《
羽
曳
野
市
を
広
く
全
国
に
Ｐ
Ｒ
》

●
質
疑　

市
内
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
大
阪

都
心
や
全
国
各
地
に
出
て
い
く
施
策
を
考
え

て
ほ
し
い
。
ま
た
今
年
の
元
旦
、
当
市
飛
鳥

地
区
の
飛
鳥
戸
神
社
に
お
い
て
韓
国
式
の
祭

祀
が
行
わ
れ
た
。
理
由
は
百
済
か
ら
日
本
に

渡
っ
て
き
た
昆
伎
王
子
が
祭
ら
れ
て
い
る
た

め
。国
内
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

韓
国
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
当
日
の
映
像

も
踏
ま
え
、
詳
し
く
報
道
さ
れ
た
。
祭
祀
を

主
催
し
た
代
表
は
地
域
住
民
の
好
意
と
、
日

韓
親
善
を
望
む
心
情
か
ら
行
っ
た
と
話
さ
れ

た
。
市
内
に
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
東

ア
ジ
ア
と
の
交
流
の
軌
跡
は
数
多
く
残
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
に
光
を
当
て
る
事
は
南
河
内

の
歴
史
的
価
値
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
外

国
人
観
光
客
の
誘
致
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

●
市
長　

古
市
古
墳
群
や
古
代
寺
院
、
神
社

な
ど
は
古
代
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の
交
流
、
遠

く
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
の
中
近
東
地

域
と
の
交
流
を
物
語
り
、
本
市
歴
史
の
大
き

な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
飛
鳥
戸
神
社
、
杜

本
神
社
、
大
津
神
社
、
西
琳
寺
な
ど
渡
来
系

の
種
族
ゆ
か
り
の
歴
史
資
源
も
数
多
く
有
し

て
い
る
。
渡
来
氏
族
ゆ
か
り
の
歴
史
遺
産
と

い
う
切
り
口
を
発
信
す
る
こ
と
は
、
本
市
の

新
た
な
良
さ
を
見
詰
め
直
す
き
っ
か
け
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
、
大
陸
と
の
相
互

の
親
善
に
対
す
る
連
携
の
仕
方
を
考
え
て
い

き
た
い
。
ま
た
関
西
は
、
中
国
、
台
湾
、
韓

国
か
ら
の
観
光
客
の
受
け
入
れ
が
経
済
活
性

化
の
上
で
大
き
な
課
題
。
本
市
で
も
古
代
東

ア
ジ
ア
各
地
と
の
交
流
を
物
語
る
歴
史
資
産

が
、
観
光
や
文
化
交
流
に
資
す
る
可
能
性
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

《
Ｎ
Ｐ
Ｏ
許
認
可
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
活
動
団
体
）
の

許
認
可
は
い
つ
か
ら
市
で
行
え
る
の
か
。

●
市
長　

平
成
24
年
１
月
に
大
阪
府
か
ら
権

限
移
譲
を
受
け
る
予
定
。

●
要
望　

少
子
・
高
齢
化
問
題
、
年
金
、
社

会
保
障
制
度
問
題
、
消
費
税
を
含
む
税
の
問

題
を
こ
れ
ま
で
先
送
り
に
し
て
き
た
ツ
ケ

が
、
今
噴
出
し
て
い
る
。
多
く
の
問
題
に
答

え
を
出
さ
な
け
れ
ば
も
う
回
復
不
能
な
と
こ

ろ
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
、
国
民
は
苦
し
ん
で

い
る
。
日
本
と
い
う
国
は
常
に
現
場
で
汗
を

か
い
て
い
る
普
通
の
人
た
ち
が
支
え
、
何
度

も
よ
み
が
え
ら
せ
て
き
た
社
会
。
そ
の
現
場

力
、
雑
草
力
を
私
は
信
頼
す
る
。
私
が
理
想

と
す
る
将
来
の
こ
の
国
の
形
は
、
多
様
な
個

性
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
と
、
田
園
が
織

り
な
す
美
し
い
国
日
本
。
自
分
の
住
む
地
域

を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
活
動
す
る
老
若
男
女

は
増
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
新
た
な
風
を

市
民
生
活
の
現
場
で
体
感
し
て
い
る
。
そ
ん

な
中
、
羽
曳
野
市
に
は
、
対
話
し
共
に
つ
く

る
市
民
協
働
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
着

実
に
歩
ん
で
い
る
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
若
干

い
ら
立
ち
を
感
じ
る
時
も
あ
る
が
、
市
民
に

と
っ
て
優
位
と
し
た
提
言
、
新
施
策
は
今
後

と
も
採
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
全
国

で
行
政
と
議
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る

今
、
私
た
ち
議
員
も
さ
ら
に
精
進
し
市
民
の

皆
様
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
本
年
度
も
日
々
活
動
し

て
い
く
。

●
そ
の
他
の
提
言　

①
多
く
の
女
性
が
進
出

で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
市
が
民
間
に
先

ん
じ
て
取
り
組
み
、
女
性
進
出
の
た
め
の
応

援
施
策
を
。
②
は
び
き
の
市
民
大
学
卒
業
生

が
新
し
い
公
共
の
担
い
手
と
し
て
活
か
せ
る

講
座
内
容
を
増
や
し
、
行
政
機
能
を
補
完
し

得
る
人
材
の
育
成
を
。
③
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の

と
は
び
き
の
コ
ロ
セ
ア
ム
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
、
大
阪
府
民
の
あ
こ
が
れ
の
施
設
に
。

④
石
川
の
臥
龍
橋
、
風
船
ダ
ム
付
近
は
大
変

流
れ
が
緩
や
か
。
川
を
活
か
し
ボ
ー
ト
や
カ

ヌ
ー
で
楽
し
む
人
々
の
光
景
を
。
⑤
南
河
内

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
活
用
し
、
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
ニ
ン
グ
や
自
転
車
レ
ー
ス
な
ど
を
企
画
、

そ
の
参
加
費
や
広
告
費
な
ど
の
収
益
を
道
路

補
修
に
充
て
る
循
環
型
施
策
を
。
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新
岡
　
健
志
（
公
明
党
）　

昨
年
11
月
29

日
、
公
明
党
議
員

団
と
し
て
、
平
成

23
年
度
の
予
算
要

望
を
し
た
。
こ
れ

は
我
々
４
名
の
議

員
が
日
ご
ろ
市
民
相
談
を
通
じ
、
本
市
を
取

り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
情
勢
等
を
か
ん
が
み
、

緊
急
課
題
と
し
て
大
き
く
11
項
目
、
個
別
課

題
と
し
て
39
項
目
、
合
計
50
項
目
に
わ
た
る

要
望
だ
が
、
市
長
の
考
え
、
今
後
の
展
望
に

つ
き
幾
つ
か
確
認
す
る
。

●
質
疑　

安
定
と
新
た
な
羽
曳
野
づ
く
り
に

つ
い
て
、
市
長
の
思
い
は
。

●
市
長　

私
は
市
長
就
任
以
来
、
市
政
に
対

す
る
信
頼
回
復
と
財
政
再
建
に
積
極
的
に
取

り
組
み
を
、
市
民
と
行
政
の
信
頼
関
係
を
基

礎
に
行
財
政
改
革
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、

第
５
次
総
合
基
本
計
画
の
将
来
像
で
も
あ
る

「
人
・
時
を
つ
な
ぐ 

安
心
・
健
康
・
躍
動
都

市
は
び
き
の
」
の
実
現
に
向
け
、
各
分
野
に

お
い
て
積
極
的
に
そ
の
事
業
を
展
開
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。
今
後
と
も
次
代
に
ツ
ケ
を
先

送
り
し
な
い
こ
と
を
信
条
に
、
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
、
将
来
に
向
け
て
安
定
し
た
財

政
基
盤
を
構
築
し
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
に
ぎ
わ

い
と
交
流
の
場
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。
さ
ら
に
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
に
お
い
て
も
、

行
財
政
改
革
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

安
定
し
た
市
政
運
営
を
行
い
な
が
ら
、
第
５

次
総
合
基
本
計
画
に
掲
げ
た
目
標
を
着
実
に

実
現
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
毎
年
度
の

施
政
方
針
に
示
し
た
施
策
を
確
実
に
実
施
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

●
質
疑　

新
し
い
公
共
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

●
市
長　

こ
れ
ま
で
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、

行
政
が
提
供
す
る
立
場
で
、
市
民
は
供
給
さ

れ
る
立
場
で
あ
っ
た
。
新
し
い
公
共
で
は
、

市
民
も
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
な
る
こ

と
か
ら
、
行
政
は
市
民
に
場
を
提
供
し
、
信

頼
し
、
権
限
移
譲
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
自
身
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
主
体
と
な
っ
て
提
供
し
よ
う
と
す
る
考

え
方
で
あ
る
。

●
質
疑　

地
域
主
権
の
実
現
に
つ
い
て
、
羽

曳
野
市
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
姿
を
描
い
て

い
る
の
か
。

●
市
長　

地
域
主
権
の
実
現
に
つ
い
て
は
、

総
理
大
臣
を
議
長
と
す
る
地
域
主
権
戦
略
会

議
を
中
心
に
改
革
を
推
進
し
て
い
く
と
こ
ろ

で
あ
り
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
の
法
制
化

に
先
立
ち
、
国
と
地
方
双
方
の
代
表
で
実
質

的
な
協
議
も
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。
国
と
地
方
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
地
域

の
自
主
的
な
判
断
を
尊
重
し
な
が
ら
、
住
民

に
身
近
な
行
政
は
で
き
る
限
り
地
方
公
共
団

体
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
を
基
本
に
、
地
域
の
こ

と
は
地
域
に
住
む
住
民
が
責
任
を
持
っ
て
決

め
る
こ
と
が
で
き
る
、
活
気
に
満
ち
た
地
域

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
地
域
主
権
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
、
我
々
基
礎
自
治
体
の

果
た
す
べ
き
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
く
る
。
人
的
支
援
、
ま
た
財
政
的
な
支
援

を
含
め
た
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で

あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
有
意
義
な
も
の
で
な

け
れ
ば
意
味
が
な
く
、
地
域
の
皆
様
が
自
主

的
、
自
立
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
有
形
無

形
を
問
わ
ず
、
当
市
と
し
て
で
き
る
限
り
努

力
を
し
っ
か
り
し
て
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　

新
し
い
羽
曳
野
、
新
し
い
公
共
を

考
え
る
に
当
た
っ
て
、
地
域
主
権
の
実
現
と

歩
み
を
と
も
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
私
は

考
え
て
い
る
。
中
央
か
ら
地
方
へ
と
の
流
れ

の
中
で
、
旧
態
依
然
と
し
た
利
権
を
守
ろ
う

と
す
る
力
、
反
対
に
主
体
性
を
持
た
ず
、
寄

り
か
か
り
の
傾
向
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
こ
れ
も
旧
態
依
然
と
し
た
受
け
身
の

姿
勢
。
こ
の
２
つ
の
磁
石
が
地
域
主
権
に
逆

行
し
た
力
と
し
て
潜
在
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
。
時
の
流
れ
の
自
然
と
し
て
、
今
市
民
一

人
一
人
に
主
体
性
を
持
っ
た
自
立
し
た
存
在

に
な
る
こ
と
を
時
が
要
求
し
て
い
る
と
考

え
る
。
単
純
に
表
現
す
れ
ば
、
国
民
、
地

方
は
国
に
寄
り
か
か
り
、
日
本
国
は
ア
メ

リ
カ
に
寄
り
か
か
っ
て
、
極
端
に
言
え
ば

無
責
任
に
人
任
せ
に
物
事
に
対
処
し
て
き
た
。

逆
に
、ア
メ
リ
カ
は
日
本
を
支
配
し
、日
本
国
の

官
僚
が
地
方
、国
民
を
支
配
し
て
き
た
。そ
の
積

み
重
ね
が
国
に
、地
方
に
、地
域
に
、家
庭
に
得

体
の
知
れ
な
い
世
界
を
つ
く
り
上
げ
て
き
た
。

自
立
心
の
な
い
と
い
う
か
、
確
固
た
る
信
念

の
な
い
、
角
度
を
変
え
れ
ば
自
国
を
誇
り
に

思
わ
な
い
、
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

に
思
わ
な
い
、
そ
う
い
う
教
育
は
戦
後
積
み

重
な
っ
て
き
て
今
を
迎
え
て
い
る
。
昨
日
の

参
議
院
予
算
委
員
会
の
閣
僚
答
弁
、
と
り
わ

け
菅
首
相
の
答
弁
を
聞
い
て
い
て
つ
く
づ
く

感
じ
た
と
こ
ろ
だ
。
新
た
な
羽
曳
野
、
新
た

な
公
共
を
考
え
る
と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

の
根
底
に
市
民
一
人
一
人
の
主
体
性
と
自
立

性
を
い
か
に
図
っ
て
い
く
か
、
ま
た
そ
れ
を

い
か
に
糾
合
し
て
い
く
か
、
そ
こ
に
思
い
を

置
い
て
い
な
い
と
、
地
域
主
権
へ
と
つ
な
が

る
基
盤
が
形
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
す
る
と
こ
ろ
だ
。
閉
塞
感
が

重
た
く
垂
れ
込
め
る
2
0
1
1
年
、
平
成
23

年
度
だ
が
、
新
た
な
羽
曳
野
、
新
た
な
公
共
、

そ
し
て
地
域
主
権
の
実
現
に
着
々
と
前
進
さ

れ
ん
こ
と
を
心
よ
り
期
待
す
る
。

●
そ
の
他
の
質
問　

①
今
般
の
国
の
当
初
予

算
に
関
連
す
る
法
案
に
絡
む
法
改
正
が
な
さ

れ
た
と
き
、
本
市
に
与
え
る
影
響
は
。
②
幼

小
中
一
貫
教
育
、
そ
の
一
つ
の
体
現
と
し
て
、

羽
曳
野
中
学
校
区
で
の
一
貫
校
構
想
に
つ
い

て
の
見
解
は
。
③
市
民
の
命
を
守
る
救
急
救

命
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
。
④
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
と
な
る
現
状

と
設
置
場
所
等
の
具
体
に
つ
い
て
。
⑤
歴
史

と
文
化
の
薫
る
羽
曳
野
の
ま
ち
づ
く
り
を
市

長
は
ど
う
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
。
⑥
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
つ
い
て
。
⑦
養
育
支
援

訪
問
事
業
に
つ
い
て
。
⑧
（
仮
称
）
緑
と
市

民
の
協
働
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
。
⑨

中
学
校
給
食
に
つ
い
て
。

●
市
長　

①
法
人
実
効
税
率
の
引
き
下
げ
の

影
響
は
ほ
と
ん
ど
受
け
な
い
。
②
当
市
で
は

羽
曳
野
中
学
校
区
の
中
で
そ
の
立
地
条
件
を

生
か
し
て
、
幼
・
小
・
中
の
一
体
的
な
運

営
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
③
救
急
安
心
セ

ン
タ
ー
お
お
さ
か
の
事
業
運
営
の
参
加
を
今

年
度
か
ら
決
め
て
い
る
。
④
23
年
度
に
は
20

機
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
、
街
頭
犯
罪
件
数
の
多

い
地
域
を
中
心
に
設
置
す
る
。
⑤
歴
史
的
な

景
観
や
四
季
折
々
の
自
然
景
観
を
有
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
保
全
・
活
用
し
な
が
ら
、
郷

土
愛
が
醸
成
で
き
る
羽
曳
野
ら
し
い
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
⑥
高
齢
者
の
実

態
を
踏
ま
え
適
切
に
配
付
で
き
る
よ
う
考
え

て
い
る
。
⑦
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
に
、
広
報
は
び
き
の
を
通

じ
て
広
く
周
知
を
図
る
。
⑧
市
民
の
皆
様
と

協
働
し
て
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
一
層
高
め
よ

う
と
す
る
も
の
。
⑨
父
兄
や
生
徒
た
ち
の
意

向
を
十
分
酌
み
取
り
な
が
ら
、
で
き
る
限
り

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。
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今
井
　
利
三
（
新
生
は
び
き
の
）

 

《
救
急
医
療
に
つ

い
て
》

●
質
疑　

羽
曳
野

市
及
び
近
隣
市
で

は
、
救
急
受
け
入

れ
が
難
し
い
状
態

に
な
っ
て
い
る
と

思
う
。
パ
ソ
コ
ン
で
大
阪
府
医
療
機
関
情
報

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
検
索
す
る
と
、「
休
日
診

療
所
」
で
は
全
市
で
出
て
き
た
が
、「
夜
間
救

急
」
で
は
出
て
こ
な
い
。
救
急
大
阪
病
院
医

療
で
検
索
し
て
も
、「
夜
間
救
急
」
は
ゼ
ロ
。

出
て
く
る
の
は
、
大
阪
市
警
察
病
院
、
八
尾

の
徳
州
会
病
院
だ
が
、
救
急
で
も
行
く
の
に

時
間
が
か
か
る
と
思
う
。
今
回
行
う
『
救
急

安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
』
は
、
市
民
の
皆

様
が
活
用
さ
れ
る
の
か
大
変
疑
問
に
思
う
。

近
隣
市
と
連
携
し
て
救
急
を
受
け
入
れ
る
病

院
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
別
の
方
法
で

羽
曳
野
市
内
の
呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
医
療

セ
ン
タ
ー
を
２
次
救
急
セ
ン
タ
ー
に
近
隣
市

と
連
携
し
て
要
望
を
出
す
こ
と
も
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

●
市
長　

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
南

河
内
圏
域
に
お
い
て
、
２
次
救
急
病
院
が
本

来
受
け
入
れ
る
べ
き
重
症
患
者
の
医
療
を
確

保
す
る
た
め
、
２
次
救
急
病
院
に
初
期
救
急

搬
送
患
者
が
集
中
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
地

域
の
病
院
が
輪
番
制
で
初
期
救
急
医
療
協
力

病
院
と
し
て
、
２
次
救
急
病
院
と
連
携
し
患

者
受
け
入
れ
シ
ス
テ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
効
果
的
な
医
療
体
制
の
確
保
の
た

め
に
、
市
立
休
日
急
病
診
療
所
の
広
域
体
制

も
踏
ま
え
、
充
実
に
向
け
た
今
後
の
展
開
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

●
要
望　

１
次
、
２
次
な
ど
受
け
入
れ
る
市

内
の
病
院
な
ど
に
、
救
急
で
受
け
入
れ
た
場

合
、
医
療
費
の
点
数
を
割
り
増
し
す
る
よ
う

な
羽
曳
野
市
独
自
の
制
度
を
研
究
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

《
世
界
遺
産
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

安
閑
天
皇
陵
古
墳
付
近
の
石
棺
破

壊
に
つ
い
て
、
石
棺
は
重
要
文
化
財
と
み
な

さ
れ
な
い
た
め
に
破
壊
さ
れ
た
と
思
う
が
、

一
度
破
壊
さ
れ
る
と
回
復
が
困
難
で
あ
る
。

羽
曳
野
市
は
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
が
40
％
以

上
の
面
積
を
占
め
て
お
り
、
埋
蔵
文
化
財
の

保
護
と
開
発
事
業
と
の
共
生
に
は
、
事
業
実

施
の
段
階
に
十
分
な
時
間
を
か
け
た
調
整
や

協
議
が
必
要
に
な
る
。
営
利
的
性
格
の
な
い

も
の
は
公
費
、
そ
れ
以
外
は
事
業
者
負
担
、

そ
こ
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
、
出
て
き
て

重
要
な
も
の
は
国
保
有
、
そ
う
で
な
い
も
の

は
市
で
整
理
・
保
管
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ

に
費
用
分
担
が
出
て
こ
な
い
こ
と
は
、
疑
問

で
あ
る
。
な
ぜ
管
轄
の
総
務
省
、
宮
内
庁
と

の
協
議
が
な
い
の
か
。
保
管
関
係
の
基
本
方

針
の
中
に
、
保
管
の
体
制
と
あ
る
が
、
そ
の

中
に
費
用
分
担
の
こ
と
は
な
い
。
関
係
機
関

に
強
く
要
望
す
る
べ
き
で
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
次
に
古
墳
周
り
の
景
観
に
つ
い
て
、
建

て
替
え
る
予
定
の
誉
田
中
学
校
は
、
御
陵
と

マ
ッ
チ
す
る
景
観
を
考
え
て
い
る
と
思
う
が
、

景
観
計
画
の
中
で
非
常
に
重
要
な
建
物
で
あ

り
、
古
墳
周
辺
の
基
礎
、
手
本
に
な
る
建
物

で
あ
る
の
で
、
設
計
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
体

制
に
し
、
ま
た
周
辺
の
環
境
を
ど
の
よ
う
に

す
す
め
る
の
か
。

●
市
長　

城
不
動
坂
古
墳
石
棺
に
つ
い
て
は
、

遺
跡
の
保
存
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
非
常

に
残
念
に
思
う
。
文
化
財
の
保
存
の
た
め
の

経
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
指
摘
の
と

お
り
、
遺
跡
の
保
存
の
た
め
の
土
地
の
確
保

は
も
と
よ
り
、
実
用
的
な
管
理
に
対
し
て
、

多
額
の
経
費
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
史
跡

指
定
地
の
場
合
に
は
、
土
地
の
買
い
入
れ
の

８
割
補
助
は
あ
る
が
、
遺
跡
の
数
の
多
い
本

市
に
と
っ
て
は
、
文
化
財
の
保
存
は
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
残
っ
て
い
く
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。
大
阪
府
を
通
じ
て
、
国
に
対
し
て

も
、
よ
り
一
層
の
支
援
を
求
め
る
活
動
を
進

め
た
い
。
体
制
に
つ
い
て
は
、
今
後
一
つ
踏

み
出
し
た
形
で
、
世
界
遺
産
に
つ
い
て
の
準

備
室
、
あ
る
い
は
文
化
財
保
護
に
関
し
て
の

推
進
室
を
考
え
た
い
。
景
観
計
画
を
策
定
す

る
が
規
制
は
し
な
い
の
か
、
ま
た
条
例
化
す

る
の
か
と
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
世
界
文
化

遺
産
登
録
に
向
け
て
古
墳
周
辺
、
環
境
保
全

な
ど
、環
境
整
備
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
聴
き
な
が
ら
景
観

計
画
を
策
定
し
た
い
。

《
羽
曳
野
市
の
財
政
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

施
政
方
針
の
中
で
、「
依
然
と
し

て
赤
字
基
調
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
一
般

会
計
と
特
別
会
計
の
ど
ち
ら
に
収
支
の
重
点

を
置
い
て
い
る
の
か
。
統
計
で
は
人
口
の
減

少
、
税
収
の
減
少
、
ま
た
こ
の
先
将
来
負
担

額
が
約
８
６
４
億
円
、
そ
の
う
ち
地
方
債
現

在
高
が
約
４
６
３
億
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

一
般
会
計
で
あ
る
税
収
入
が
安
定
し
な
い

中
、
一
般
会
計
に
比
率
を
置
く
こ
と
を
考
え

て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。
私
の
考
え
で
は
歳

入
を
増
や
し
て
債
務
を
減
ら
す
に
は
、
特
別

会
計
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
生
活
保
護
の

増
加
は
、
経
済
対
策
の
失
敗
で
あ
り
、
生
活

保
護
の
一
部
負
担
が
財
政
健
全
化
の
障
害
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
。
特
定
財
源
の
あ
り
方

を
国
に
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
と
思
う
が
、
財
政
健
全
化
計
画
は
何
に
重

点
を
置
い
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

●
市
長　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
そ
れ
ぞ
れ

会
計
が
持
つ
役
割
を
考
え
る
と
、
ど
れ
一
つ

欠
か
せ
な
い
。
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
の

役
割
を
果
た
し
、
個
々
の
会
計
が
収
支
の
均

衡
を
図
る
こ
と
を
基
本
に
考
え
て
い
る
。
一

般
会
計
と
特
別
会
計
の
収
支
の
観
点
か
ら
、

一
般
会
計
に
特
別
を
加
え
た
会
計
全
体
で
連

結
赤
字
比
率
と
い
う
比
率
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
考
え
て
も
、
す
べ
て
の
会
計
に
目

の
行
き
届
い
た
健
全
な
会
計
運
営
を
図
り
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
事
務
事
業
の
必
要

性
、
効
果
を
再
点
検
し
て
、
今
後
と
も
財
政

健
全
化
計
画
の
目
標
で
あ
る
債
務
の
縮
減
を

図
る
。

《
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

今
回
、
小
中
一
貫
教
育
な
ど
の
質

問
が
出
て
き
て
い
る
が
、
教
育
に
つ
い
て
ソ

フ
ト
は
教
育
委
員
会
、
ハ
ー
ド
面
は
市
長
が

行
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
羽
曳
野
中
学

校
で
一
貫
教
育
を
と
市
長
は
言
っ
た
が
、
今

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
が

全
く
現
状
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
事
態
で
あ

る
。
一
貫
教
育
に
す
る
か
ら
に
は
検
証
を
必

ず
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
一
貫
教
育

の
後
も
学
力
調
査
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

●
答
弁　

幼
・
小
・
中
の
一
貫
教
育
に
つ
い

て
は
、
市
内
全
中
学
校
に
実
施
を
す
る
方
向

で
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
羽
曳
野
中
学
校

区
で
は
そ
の
立
地
条
件
を
生
か
し
、
学
校
・

園
の
一
体
的
な
運
営
を
進
め
た
い
と
思
う
。

他
の
校
区
よ
り
も
密
接
な
一
貫
教
育
が
展
開

で
き
る
と
考
え
る
。
幼
・
小
・
中
の
連
携
と

11
年
間
の
一
貫
し
た
指
導
に
よ
っ
て
、
よ
り

高
い
教
育
効
果
が
発
揮
で
き
る
と
考
え
る
。

●
要
望　

財
政
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
の

追
跡
調
査
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
教
育

に
つ
い
て
は
、
単
に
建
物
の
中
に
移
す
の
で

は
な
く
、
子
供
の
安
全
と
教
育
が
き
ち
ん
と

出
来
る
よ
う
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
今

回
、
埴
生
地
区
の
プ
ラ
ザ
建
設
の
件
、
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
付
な
ど
、
地
域
か
ら

の
要
望
を
素
早
く
聞
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。






